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一
、
は
じ
め
に

　

仏
舎
利
の
利
益
に
関
す
る
経
典
か
ら
の
引
用
句
を
主
と
す
る
『
舎
利
勘

文
』
と
い
う
本
が
あ
る
。
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
九
月
の
刊
記
を
持
つ

版
本
で
は
、
内
題
の
後
に
「
解
脱
上
人
集
」
と
あ
り
、
解
脱
房
貞
慶
（
一

一
五
五
～
一
二
一
二
）
の
編
と
さ
れ
て
い
る
。

　

貞
慶
は
複
数
の
舎
利
講
式
を
作
成
し
て
お
り
、建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）

に
唐
招
提
寺
で
鑑
真
将
来
の
仏
舎
利
を
奉
じ
て
釈
迦
念
仏
会
を
創
始
す
る

な
ど
、
釈
尊
の
遺
身
と
し
て
の
舎
利
に
対
す
る
信
仰
に
篤
か
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
九
月
に
は
、
後
鳥
羽

院
か
ら
賜
っ
た
東
寺
舎
利
と
唐
招
提
寺
舎
利
を
、
海
住
山
寺
に
安
置
し
て

い
る
。
た
だ
し
、『
舎
利
勘
文
』
に
つ
い
て
、
貞
慶
本
人
が
経
文
を
抄
出

し
て
ま
と
め
た
本
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
も
呈
さ
れ
て
い

る
。
三
崎
良
周
氏
は
、
澄
円
が
弘
安
年
間
頃
に
撰
述
し
た
『
白
宝
抄
』
の

駄
都
勘
文
に
も
、
貞
慶
の
名
を
冠
さ
ず
に
『
舎
利
勘
文
』
と
同
様
の
記
事

が
み
え
る
こ
と
に
注
目
し
、「
白
寶
抄
の
駄
都
勘
文
と
貞
慶
の
舎
利
勘
文

と
全
く
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
が
て
は
貞
慶
の
舎
利
勘
文
に
大
き

な
疑
問
を
抱
か
せ
な
い
も
の
と
も
限
ら
な
い
」
と
位
置
づ
け
て
い
る＊
１

。
一

方
、
野
村
卓
美
氏
の
よ
う
に
、『
舎
利
勘
文
』
を
貞
慶
の
編
述
書
と
し
て

扱
う
立
場
も
あ
る＊
＊

。

　

ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
「
舎
利
帰
依
十
因
」「
舎
利
十
因
」

伝
貞
慶
編
『
舎
利
勘
文
』
小
考

高　

橋　

悠　

介
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等
の
題
を
持
つ
類
本
も
あ
り
、
比
較
す
る
と
、
記
事
の
出
入
り
が
多
い
。

西
教
寺
や
善
通
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
伝
本
も
貞
慶
が

草
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
舎
利
勘
文
』
の
寛
文
十
年
刊
本
と
比

べ
る
と
記
事
が
多
く
、
後
世
の
増
補
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
西
教
寺
蔵
本
に
は
、
経
文
引
用
の
後
に
、
舎
利
に
関
わ
る
誓
願
や
発

願
文
な
ど
、
儀
礼
関
係
の
記
事
も
み
え
、
こ
の
部
分
は
寛
文
十
年
刊
本
に

は
な
い
。
し
か
し
、『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
に
も
西
教
寺
蔵
本
の
誓
願
等

に
対
応
す
る
記
事
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
そ
れ
ら
が
経
文
引
用
と
共
に

記
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
こ
う
し
た
部
分
を
単
純
に
後
世
の
増
補
と
み

な
す
こ
と
も
憚
ら
れ
る
。『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
を
除
け
ば
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
た
関
連
す
る
伝
本
は
近
世
の
写
本
・
版
本
で
あ
り
、
そ
れ
ら

だ
け
を
も
と
に
判
断
す
る
の
も
難
し
い
と
考
え
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
『
舎

利
勘
文
』
を
め
ぐ
る
問
題
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
、「
舎
利
」
と
い
う

外
題
を
持
つ
巻
子
の
古
写
本
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
前
半
の
記

事
は
、『
舎
利
勘
文
』
の
刊
本
等
と
も
多
く
の
部
分
が
対
応
し
、
後
半
の

記
事
は
、
貞
慶
の
『
舎
利
発
願
』
に
相
当
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ

の
金
剛
三
昧
院
蔵
本
を
翻
刻
紹
介
し
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
と
の
校
異
と
い

う
形
で
『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』『
舎
利
十
因
』
な
ど
の
類
本
の

本
文
の
あ
り
方
を
示
し
、
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

二
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
「
舎
利
」（
外
題
）

　

ま
ず
、
金
剛
三
昧
院
蔵
「
舎
利
」（
外
題
）
の
書
誌
と
概
要
を
記
す
。

舎
利
（
外
題
）　　

一
軸

〔
南
北
朝
時
代
〕
写

　

巻
子
本（
天
地
三
〇
・
一
糎
）。
端
裏
に
本
文
と
は
別
筆（
後
筆
か
）で「
舎

利
」
と
直
書
。
全
七
紙
を
継
い
で
お
り
、
各
紙
幅
、
①
四
八
・
二
糎
、
②

四
七
・
六
糎
、
③
四
五
・
〇
糎
、
④
四
七
・
〇
糎
、
⑤
四
七
・
八
糎
、
⑥

四
七
・
七
糎
、
⑦
四
七
・
七
糎
。
楮
紙
打
紙
。
字
高
約
二
九
・
〇
糎
。
毎

行
字
数
不
等
。
書
出
「
・
遺
留
舎
利
恩
」。
末
尾
に
「
笠
置
上
人
御
抄
云
々
」

と
あ
る
よ
う
に
、
貞
慶
に
よ
る
「
御
抄
」
と
さ
れ
て
い
る
。
各
項
の
標
題

の
頭
に
は
、
朱
点
が
付
さ
れ
、
ま
た
経
典
か
ら
の
引
用
句
に
は
、
朱
で
経

典
名
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
翻
刻
を
本
稿
の
末
尾
に
示
し
た
が
、
そ
の
翻

刻
に
付
し
た
行
数
に
よ
っ
て
、本
書
の
構
成
を
仮
に
分
け
て
示
す
な
ら
ば
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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Ⅰ 
遺
留
舎
利
恩
（
翻
刻
1
～
23
行
目
）

　
「
法
花
経
」
以
下
、
八
本
の
経
典
か
ら
舎
利
に
関
す
る
句
を
引
く
部
分
。

Ⅱ 〔
舎
利
帰
依
の
十
因
〕（
翻
刻
24
～
110
行
目
）

　

舎
利
信
仰
の
理
由
を
十
箇
条
に
わ
た
り
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
蓮
す
る

経
文
を
示
す
部
分
。
各
条
は
①
「
護
持
福
徳
故
」
②
「
悉
地
成
就
」
③
「
除

病
攘
災
故
」
④
「
示
現
神
變
故
」
⑤
「
不
堕
悪
趣
故
」
⑥
「
抜
苦
滅
罪
故
」

⑦
「
發
菩
提
心
故
」
⑧
「
随
身
得
益
故
」
⑨
「
往
生
浄
土
故
」
⑩
「
證
得

菩
提
故
」。

Ⅲ 

誓
願
等
（
翻
刻
112
～
134
行
目
）

　
「
私
誓
願
云
」
と
し
て
四
言
句
を
連
ね
た
二
百
十
二
字
か
ら
な
る
誓
願

の
句
か
ら
始
ま
り
、不
空
撰
（
実
際
は
不
空
仮
託
か
）
と
さ
れ
る
舎
利
礼
、

「
帰
命
頂
礼　

一
切
三
寳
」
以
下
の
四
言
句
か
ら
な
る
発
願
、
四
弘
誓
願
、

釈
迦
宝
号
、
大
乗
本
生
心
地
観
経
の
七
言
四
句＊
３
、「
南
無
大
恩
教
主
尺
迦

如
来
、
生
々
世
々
親
近
奉
仕
」
の
句
三
反
、
最
後
に
、
神
分
・
祈
願
・
六

種
・
廻
向
・
合
殺
・
後
唄
ま
で
の
法
会
の
次
第
を
記
す
。

Ⅳ 

仏
舎
利
随
身
事
（
舎
利
発
願
）（
翻
刻
135
～
179
行
目
）

　
「
仏
舎
利
随
身
事
」
と
い
う
標
題
か
ら
始
ま
る
が
、内
容
は
、貞
慶
の
『
舎

利
発
願
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
。
た
だ
し
、
途
中
と
末
尾
に
入
っ
て
い
る

舎
利
讃
歎
の
句
な
ど
、
称
名
寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』
や
花
園
大
学
今
津
文

庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
中
の
対
応
す
る
本
文
と
は
異
な
る
点
も
あ
る
。

以
上
の
記
事
の
後
、
一
行
分
を
空
け
て
最
後
に
「
笠
置
上
人
御
抄
云
々
」

と
あ
る
。
Ⅱ
の
「
随
身
得
益
故
」
の
寳
悉
地
陀
羅
尼
経
の
引
用
と
、「
往

生
浄
土
故
」
の
大
悲
経
の
引
用
、
ま
た
「
Ⅳ 

仏
舎
利
随
身
事
」
の
一
部

に
は
、
返
点
、
送
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
送
仮
名
の
筆
跡
や
大
き
さ
を

み
る
と
、
一
度
に
ま
と
め
て
付
さ
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
完
全
に

区
別
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
後
掲
の
翻
刻
で
は
区
別
し
て
い
な
い
。

三
、『
舎
利
勘
文
』
の
類
本

　

次
に
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅱ
に
対
応
す
る
本
文
を
持
つ
伝
本
（
Ⅰ
や

Ⅲ
に
対
応
す
る
本
文
を
持
つ
も
の
も
含
む
）と
し
て
目
に
入
っ
た
も
の
に
、

以
下
の
本
が
あ
る
。
大
部
な
『
白
宝
抄
』
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
は
『
舎
利

勘
文
』
と
そ
の
類
本
と
い
え
る
。
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（
１
）『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
「
舎
利
事
」

（
２
）『
舎
利
勘
文
』
寛
文
十
年
九
月
刊
本

『
国
書
総
目
録
』で
は
、戦
災
で
焼
失
し
た
彰
考
館
文
庫
蔵
本
を
挙
げ
る
が
、

東
洋
大
学
図
書
館
哲
学
堂
文
庫
蔵
本
が
現
存
す
る
。

（
３
）『
釋
尊
御
舎
利
儀
記
』
と
合
写
さ
れ
た
『
舎
利
勘
文
』

大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本
（
木
村
秋

雨
旧
蔵
資
料
）、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
二
種(

後
掲
Ａ
Ｂ
）

（
４
）「
舎
利
帰
依
十
因
」「
舎
利
十
因
」
等
の
題
を
持
つ
関
連
写
本

西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵
『
舎
利
歸
依
十
因
』、
善
通
寺
蔵
『
舎
利
皈
依
十

因
并
功
徳
事
』、高
野
山
大
学
図
書
館
高
野
山
三
宝
院
文
庫
蔵『
舎
利
十
因
』

　
（
３
）
に
挙
げ
た
『
釈
尊
御
舎
利
儀
記
』
は
空
海
に
仮
託
さ
れ
た
本
で
、

私
は
『
宀
一
山
秘
密
記
』
と
『
舎
利
勘
文
』
の
類
本
（
増
補
系
本
文
）
を

も
と
に
作
ら
れ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る＊
４
。増
補
系
と
い
う
の
は
、（
４
）

に
挙
げ
た
善
通
寺
蔵
『
舎
利
皈
依
十
因
并
功
徳
事
』
な
ど
が
そ
の
例
で
、

『
舎
利
勘
文
』
版
本
と
も
対
応
す
る
十
箇
条
の
記
事
の
後
に
六
箇
条
の
記

事
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
増
補
部
分
も
含
む
形
態
の
本
を
も
と
に
経
文
等

を
抄
出
し
、
順
序
を
組
み
替
え
る
こ
と
で
成
立
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。（
３
）
の
よ
う
に
、『
釋
尊
御
舎
利
儀
記
』
と
『
舎
利
勘
文
』
を
合
写

し
た
伝
本
が
あ
る
の
も
、
そ
う
し
た
『
釋
尊
御
舎
利
儀
記
』
の
成
立
事
情

が
背
景
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、Ⅳ
に
対
応
す
る
本
文
を
持
つ
の
が
、
称
名
寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』

と
、
花
園
大
学
今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
だ
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
Ⅱ
に
対
応
す
る
本
文
を
持
つ

本
の
書
誌
又
は
概
要
を
記
し
て
お
く
。
な
お
、「
獲
得
福
德
故
」
等
の
標

題
に
つ
い
て
、
便
宜
上
、
第
～
条
と
い
う
名
称
を
用
い
る
が
、
西
教
寺
正

教
蔵
文
庫
・
善
通
寺
・
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
本
以
外
に
は
、
条
数
が
記

さ
れ
て
い
な
い
。

（
１
）『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
「
舎
利
事
」

『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
「
舎
利
事
」

　

醍
醐
寺
蔵
本
に
基
づ
く
翻
刻
が
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
第
十
巻
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。「
駄
都
勘
文
」の
奥
書
は「
加
一
校
訖　

金
剛
資
良
超
」

と
あ
る
の
み
だ
が
、『
白
宝
抄
』「
駄
都
法
雑
集
」
下
巻
に
、
弘
安
九
年
（
一

二
八
六
）
五
月
の
澄
円
の
本
奥
書
の
後
、
右
筆
良
悌
の
名
が
あ
り
、
続
い
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て
「
一
校
既
了　

金
剛
佛
子
良
超
〈
七
十
／
二
〉」
と
あ
る
こ
と
（
良
超
七

十
二
歳
は
応（一
三
六
九
）

安
二
年
な
ど
が
撰
述
と
転
写
の
時
期
を
考
え
る
参
考
に
な
る
。

　

書
出
は
「
舎
利
事
」
と
し
て
「
獲
得
福
德
故
」
以
下
、「
～
故
」
と
い

う
標
題
を
挙
げ
て
、舎
利
関
係
経
文
を
引
用
す
る
。
第
十
条
に
あ
た
る「
證

得
菩
提
故
」
の
標
題
を
闕
い
て
い
る
が
、
他
本
で
当
該
条
に
引
用
さ
れ
る

経
文
は
、
本
書
で
も
第
九
条
に
あ
た
る
「
往
生
浄
土
故
」
の
本
文
に
続
け

て
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
・
五
条
を
除
く
各
条
末
尾
に
「
私
云･･･

」
と

す
る
注
が
付
く
。
第
十
条
に
あ
た
る
記
事
の
私
注
に
続
け
て
、
次
の
よ
う

に
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅲ
に
一
部
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
。

「
私
重
誓
願
云･･･

（
中
略
）･･･

不
離
本
師
／
不
空
三
藏
譯
一
心

頂
礼
萬
德
圓
萬
等
讃
嘆
〈
可
有
／
之
〉
釋
迦
寶
號
〈
數
遍
任
心
／
可

有
觀
念
〉
／
私
云
。
泣
唱
大
悲
之
號
。
可
似
一
子
之
音
聲･･･
（
中
略
）

･･･

／
願
於
來
世
恒
沙
劫　

念
々
不
捨
天
人
師･･･

（
中
略
）･･･

／

南
無
歸
命
頂
禮
大
恩
敎
主
釋
迦
牟
尼
如
來
生
々
世
々
値
遇
頂
戴
〈
三

反
〉
／
神
分　

祈
願　

六
種　

廻
向　

合
殺　

後
唄
等
」

こ
れ
に
続
け
て
、「
大
師
御
記
云･･･

」「
舎
利
効
能
」「
佛
舎
利
寶
珠
同

體
事
」「
舎
利
即
菩
提
心
體
事
」「
浄
菩
提
心
即
寶
珠
々
々
即
舎
利
也
」「
釋

迦
分
身
事
」「
一
切
密
法
悉
地
依
佛
舎
利
成
就
事
」「
現
當
二
世
引
導
殊
勝

事
」
等
の
標
題
の
も
と
に
記
事
が
続
き
、
そ
れ
ら
の
一
部
に
も
「
私
云

･･･

」
と
す
る
注
が
付
い
て
い
る
。
な
お
、「
佛
舎
利
寶
珠
同
體
事
」
以

下
の
記
事
の
一
部
分
は
、
東
寺
宝
菩
提
院
蔵
の
道
範
の
奥
書
を
持
つ
『
舎

利
要
文
』
の
記
事
と
対
応
す
る
と
い
う
清
水
宥
聖
氏
の
指
摘
を
ニ
ー
ル
ス
・

グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
が
紹
介
し
て
い
る＊
５
。
そ
し
て
、
こ
の
宝
菩
提
院
に
移
点

す
る
際
に
参
照
さ
れ
た
底
本
の
、
東
寺
観
智
院
蔵
・
杲
宝
手
沢
本
『
舎
利

要
文
』
も
牧
野
和
夫
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
、
そ
の
表
紙
左
肩
に
は
「
舎
利

要
文
上
下
唯
心
上
人
作
」
と
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る＊
６
（
唯
心
上
人

最
盛
は
石
清
水
八
幡
宮
大
集
院
居
住
の
律
僧
、
文
永
末
年
没＊
７
）。

（
２
）『
舎
利
勘
文
』
寛
文
十
年
九
月
刊
本

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
哲
学
堂
文
庫
蔵　

あ
一
中
二
三
Ｔ
六
九
二
二

舎
利
勘
文　
　

大
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
版
】）

　
　

寛
文
十
年
九
月
刊
（［
京
］
中
野
小
左
衛
門
）

　
『
新
編
哲
学
堂
文
庫
目
録
』（
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
九
七
年
）

に
「
舎
利
勘
文　

一
冊

解
脱
上
人
（
貞
慶
）
集　

寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）
年　
［
京
］
中

野
小
左
衛
門　

二
七
×
一
九
糎　

一
〇
行
一
七
字
」

と
記
載
さ
れ
る（
原
本
未
見
。
以
下
、紙
焼
写
真
に
拠
る
）。
書
題
簽
に「
舎
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利
勘
文　

全
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
恵
命
院
」
と
記
す
。
内
題
「
舎
利

勘
文
」、
そ
の
近
く
に
「
甫
水
井
上
氏
藏
」
印
記
・「
御
大
典
／
紀
念
／
圖

書
／
哲
學
堂
／
甫
水
／
圓
了
」
印
記
あ
り
。
内
題
と
隔
六
格
で
「
解
脱
上

人
集
」
と
し
、
次
行
に
低
二
格
で
「
獲
得
福
徳
故
」
と
あ
り
、
以
下
十
箇

条
の
標
目
は
低
二
格
、
又
は
低
三
格
で
示
さ
れ
、
ま
た
第
二
・
五
条
を
除

く
各
条
末
尾
に
、行
頭
を
下
げ
て「
私
云･･･

」と
す
る
私
注
が
付
く
。「
證

得
菩
提
故
」
条
末
尾
の
私
注
の
後
に
、「
開
府
儀
同
三
司
持
進
試
鴻
臚
卿

大
興
善
寺
大
／
辯
正
廣
智
不
空
三
蔵
作
ノ
／
江
南
燈
心
寺
巖
王
山
或
ハ
育

王
山
仁
燈
寺
舎
利
礼
文
」と
し
て
、「
一
心
頂
礼　

万
徳
圓
満　

釈
迦
如
来
」

以
下
の
舎
利
礼
文
を
記
す
。

　

四
周
双
辺
無
界
、
毎
半
葉
十
行
、
毎
行
字
数
十
七
字
。
柱
は
中
黒
口
、

双
内
向
花
口
魚
尾
で
、
柱
題
「
舎
利
勘
文
」、
丁
付
が
あ
る
。
本
文
に
は
、

返
点
、
送
仮
名
、
連
合
符
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

刊
記
「
寛
文
十
庚

戌
暦
九
月
吉
日
／
中
野
小
左
衞
門
板
行
」。

（
３
）『
釋
尊
御
舎
利
儀
記
』
と
合
写
さ
れ
た
『
舎
利
勘
文
』

大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

105
─

38

釋
尊
御
舎
利
儀
記 

舎
利
勘
文　
　

半
紙
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
大
】）

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写

　

後
補
光
沢
布
目
青
鈍
色
表
紙
（
二
三
・
六
×
一
七
・
二
糎
）
左
上
に
、

素
紙
題
簽
「
釋
尊
御
舎
利
儀
記　

全
」（
本
文
と
別
筆
）
を
貼
付
。
原
表

紙
は
本
文
共
紙
で
、左
上
に
「
釋
尊
御
舎
利
儀
記
」
と
直
書
。
右
上
に
「
戒

四
」
と
記
す
。
後
補
表
紙
を
附
す
前
の
状
態
で
は
、
全
十
七
丁
の
袋
綴
。

内
七
丁
が
「
釋
尊
御
舎
利
儀
記
」、
九
丁
が
「
舎
利
勘
文
」
で
、
全
体
一

筆
。
楮
紙
打
紙
。
前
者
は
「
釋
尊
御
舎
利
儀
記
／
空
海
撰
」
と
し
て
始
ま

り
、
第
六
丁
裏
ま
で
で
、
若
干
の
記
事
を
挟
ん
で
跋
文
が
あ
り
、「
元
禄

第
三
庚
午
ノ
禩
灌
佛
日
、
本
岩
居
士
玄
先
謹
テ
而
跋
焉
」
と
し
て
終
わ
る
。

　

第
九
丁
表
か
ら
「
舎
利
勘
文　

解
脱
上
人
集
」
と
し
て
「
獲
得
福
徳
故
」

以
下
の
「
舎
利
勘
文
」
が
始
ま
り
、
第
二
・
五
条
を
除
く
各
条
末
尾
に
低

二
格
で
「
私
ニ
云
」
を
附
す
。
第
十
六
丁
に
「
大
宋
国
明
州
不
空
三
蔵
作

／
江
南
燈
心
寺
巖
王
山
或
ハ
育
王
山
仁
燈
寺
／
舎
利
礼
ノ
文･･･

」
以
下
、

舎
利
礼
文
を
記
す
。
続
い
て
、
第
十
七
丁
裏
か
ら
、
寛
永
十
七
年
の
観
阿

居
士
の
本
奥
書
が
あ
る
。

　

巻
首
に
朱
陽
双
郭
方
印
「
摩
抳
海
蔵
／
書
／
籍
」、無
郭
の
墨
陽
印
「
摩

抳
蔵
」
を
捺
す
。
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
十
行
、
毎
行
十
六
字
、
字
面
約
二

一
・
五
×
一
四
・
〇
糎
。
本
文
に
は
、
返
点
、
送
仮
名
、
連
合
符
、
一
部

音
訓
を
附
す
。
朱
の
合
点
と
、
一
部
に
朱
注
が
あ
る
。

　
「
舎
利
勘
文
」
末
尾
の
寛
永
十
七
年
の
本
奥
書
は
、
以
下
の
通
り
。
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「
此
ノ
舎
利
勘
文
ハ
者
、
在
テ二
于
醍
醐
山
報
恩
院
ノ
宝
蔵
ニ一
／
而
不
ル二
流

布
セ一
淹ヒサ
シ矣

、
是
ノ
故
ニ
世
人
無
シレ
知
ル
コ
ト

レ　

之
ヲ
、
當
院
主
／
東
寺
ノ
長
者

水
本
前
ノ
大
僧
正
寛
濟
ハ
者
、
予
カ
聞
法
ノ
／
之
師
也
、
一
ア
ル
時
予
有

テ二
登
山
ス
ル
コ
ト

一　
　

而
宿
ス二
報
恩
院
ニ一
、
清
談
ノ
／
之
序
ツ
ヒ
テ、

師
開
キ
テ

二

宝
蔵

ヲ一
、
而
出
シ二
此
ノ
書
ヲ一
、
教
シ
ム

二

予
ヲ
シ
テ
閲
セ一㆑
之
ヲ
、
予
拝
／
讀
シ
了
テ
即

チ
請
テ二
恩
借
ヲ一
、
其
ノ
後
書
寫
シ
テ
賜
フ
予
、
熟
誦
數
回
ニ
シ
テ
／
信
心
増
長

シ
、
従
レ
是
常
ニ
安
シ二
佛
舎
利
ヲ
於
靈
塔
ニ一
、
唱
ヘ
テ

二

舎
／
利
礼
ヲ一
、
懇
二

禱
シ
現
世
安
穏
無
事
臨
終
正
念
往
生
／
浄
土
ノ
之
佛
果
ヲ一
、
遂
ニ
勧
二
透

ス
同
志
ノ
行
者
ニ一
、
是
レ
併
シ
、
因
テ二
萬
徳
ノ
之
円
満
ニ一
、
蒙
ル
コ
ト

二　

廣
大
ノ

之
利
益
ヲ一
、
布
テ
而
在
リ二
此
ノ
書
ニ一
、
観
ル
／
者
其
レ
莫
レ
ト

二

忽ユル
カ
セ
ニ

過

ス
コ
ト

一　

云
爾
／
寛
永
十
七
年
庚
辰
季
秋
下
旬　

観
阿
居
士
」

糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
・
木
村
秋
雨
旧
蔵
資
料

舎
利
勘
文 

釋
尊
御
舎
利
儀
記　
　

大
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
木
】）

明
和
六
年
七
月
写
（
釈
興
應
）

　

縹
色
布
目
原
表
紙
（
二
五
・
八
×
一
七
・
九
糎
）
が
後
表
紙
の
み
存
。

袋
綴
。
現
状
で
は
、
近
代
後
補
素
紙
表
紙
（
表
書
「
舎
利
勘
文　

解
脱

上
人
集
」）
が
背
ま
で
を
覆
い
、
全
体
を
紙
縒
で
仮
綴
す
る
。
全
十
六
丁

（
含
、
後
遊
紙
一
丁
）。
楮
紙
打
紙
。
巻
首
に
は
、
朱
陽
方
印
「
此
ぬ
し

／
秋
雨
」
と
木
村
秋
雨
の
蔵
書
印
が
あ
り
、「
∴
舎
利
勘
文
／　

解
脱
上

人 

集
」
と
し
て
十
箇
条
の
記
事
が
あ
る
。
第
二
・
五
条
を
除
く
各
条
末

尾
に
、「
私
云･･･

」
と
す
る
私
注
が
低
二
格
で
入
っ
て
い
る
。
第
十
条

の
後
に
不
空
三
蔵
作
の
「
舎
利
禮
文
」
を
引
用
し
、「
舎
利
勘
文
〈
大
尾
〉」

と
尾
題
が
あ
る
。
第
九
丁
表
か
ら
「
釋
尊
御
舎
利
儀
記
／　

空
海　

撰
」

と
し
て
同
書
の
本
文
が
あ
る
。
頭
注
を
除
け
ば
全
体
一
筆
で
、「
釋
尊
御

舎
利
儀
記
」
末
尾
に
明
和
六
年
七
月
の
奥
書
が
あ
り
、
そ
の
丁
の
裏
か

ら
「
異
本
」
と
し
て
「
舎
利
形
相
事
」
以
下
、若
干
の
記
事
が
あ
る
。「
舎

利
勘
文
」
の
記
事
は
、
比
較
的
、
寛
文
十
年
刊
本
と
共
通
す
る
部
分
が

多
く
、
転
写
を
遡
る
段
階
で
寛
文
十
年
刊
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

無
辺
無
界
、
毎
半
葉
十
行
、
毎
行
二
十
字
。
字
面
約
二
一
・
〇
×
一
三
・

五
糎
。「
舎
利
勘
文
」
に
は
返
点
、
送
仮
名
、
異
本
注
記
、
朱
引
、
朱
合
点
、

朱
区
切
点
が
附
さ
れ
、「
釋
尊
御
舎
利
儀
記
」
に
は
朱
返
点
、
朱
送
仮
名
、

朱
異
本
注
記
、
朱
首
頂
点
が
附
さ
れ
、
墨
に
よ
る
頭
注
が
あ
る
。

　

奥
書
は
以
下
の
通
り
。

「
明
和
六
己
丑
秋
七
月
下
浣
寓
于
皇
都
佛
光
街
舎
寫
／
得
焉
（
隔
六

格
）
武
江
墨
濱
求
法
沙
門　

興
應
」
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大
谷
大
学
図
書
館
蔵　

余
大

3710

釋
尊
御
舎
利
儀
記　

舎
利
勘
文　
　

半
紙
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
Ａ
】）

　
　

文
政
九
年
十
一
月
写
（
釈
龍
禅
）

　

卍
繋
文
様
艶
出
縹
色
表
紙
（
二
三
・
五
×
一
六
・
七
糎
）
左
上
に
金
揉

箔
散
題
簽
を
貼
り
、「
弘
法
大
師
舎
利
記
全
」
と
記
す
。
袋
綴
。
全
十
三
丁
。

見
返
し
に
「
古
今
舍
利
驗
論 
合
本
三
冊
／
空
大
師
儀
記 

十
三
紙
壱
冊
／

舍
利
功
德
章 

十
壱
紙
壱
冊
／
神
智
堂
護
持
之
」
と
記
す
。
巻
首
に
朱
陽
双

郭
方
印
「
洞
海
藏
本
」、朱
陽
円
印
「
眞
宗
大
谷
大
学
圖
書
」、朱
陽
方
印
「
大

谷
文
庫
」
を
捺
す
（「
洞
海
藏
本
」
印
は
末
尾
の
十
三
丁
裏
に
も
捺
す
）

　
「
釈
尊
御
舎
利
儀
記
（
隔
四
格
）
弘
法
大
師
撰
」
と
し
、
第
六
丁
表
ま

で
記
事
が
あ
り
、
次
の
奥
書
が
あ
っ
て
、「
宗
朝
仁
宗
皇
帝
御
舎
利
讃
曰
」

と
す
る
三
行
分
の
記
事
が
あ
る
。

「
文
録
乙
未
天
台
沙
門
覚
任
修
復
之
所
持
之
者
也
／
大
永
二
年
壬

午

七
月
七
日
下
藏
滿
寺
言
請
書
写
／
明
和
七
年
庚

寅
六
月
十
五
日
吉
祥

金
剛
貫
亮
／
天
明
三
癸

卯
年
十
月
吉
日
金
剛
乗
光
潭
之
／
寛
政
五
癸

丑

四
月
十
六
日
従
先
壽
量
院
律
師
弟
子
妙
驗
借
之
／
書
写
畢
／
同
六
年

甲
寅
六
月
十
三
日
以
探
題
僧
正
光
賢
御
本
写
之
時
宝
園
院
／
孝
覚
拜

／
文
政
五
年
壬

午
六
月
應
需
勢
刕
津
願
王
院
家
覚
潤
写
之
／
同
年　

八
月
十
三
日
浄
業
沙
門
天
然
常
禅
写
之
／
同
九
年
霜丙

戌

霜
月
中
旬[

同

常
禅
弟
子
龍
禅
拜
冩
之
畢]

」

（［　

］
内
は
貼
紙
。
貼
紙
の
下
の
字
は
「
於
勢
陽
宝
樹
院
拜
冩
之

社
多
龍
禅
」）

　

続
く
第
七
丁
表
か
ら「
舎
利
勘
文（
隔
三
格
）解
脱
上
人
集
」と
し
て「
○

獲
得
福
徳
故
」
以
下
の
本
文
が
始
ま
る
（「
釈
尊
御
舎
利
儀
記
」
と
同
筆
）。

第
二
・
五
条
を
除
く
各
条
末
尾
に
、「
私
云･･･

」
と
す
る
私
注
が
低
一

格
で
入
る
。「
舎
利
勘
文
」
の
末
尾
は
、「
○
證
得
菩
提
故
」
の
記
事
の
後
、

「
○
大
宋
国
明
州
不
空
三
蔵
作
」
と
し
て
不
空
の
舎
利
礼
の
本
文
を
引
き
、

「
○
宝
悉
陀
羅
尼
経
ニ
云
」
と
し
て
若
干
の
記
事
が
あ
っ
て
奥
書
に
な
る
。

　

無
辺
無
界
、
毎
半
葉
十
行
、
毎
行
二
十
字
。
字
面
二
〇
・
五
×
一
二
・

五
糎
。
本
文
に
は
返
点
・
送
仮
名
を
附
す
。
巻
末
の
奥
書
は
次
の
通
り
。

「
寛
政
七
年
乙
卯
五
月
廿
六
日
／
借
白
雲
山
勝
地
院
大
善
院
覚
前
本

孝
覐
欽
写
／
文
政
第
五
壬

午
年
應
需
勢
州
願
王
院
家
以
権
僧
正
／
孝

覚
所
持
之
本
覚
潤
欽
写
之
／
同
年
八
月
同
州
天
然
沙
門
常
禅
写
之
／

同
九
年
丙

戌
十
一
月
同
州
同
寺
常
禅
弟
子
龍
禅
得
此
本
／
拜
冩
畢
／
（
以

下
別
筆
）
明
治
八
年
三
月
ノ
日
皇
師
魚
棚
通
西
洞
院
西
江
入
書
林
屋

ニ
ヲ
イ
テ
／
求
之
下
京
廿
五
區
下
寺
町
蓮
光
寺
住
職
少
講
義
洞
海
護

持
之
」
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大
谷
大
学
図
書
館
蔵　

余
大

1330

釋
尊
御
舎
利
儀
記 

舎
利
勘
文 

舎
利
禮
註
秘
傳　
　

半
紙
本　

一
冊
（
後

掲
略
号
【
Ｂ
】）

天
保
十
一
年
写
（
釈
綜
憲
）　

釈
綜
誉
増
補

　

唐
草
文
様
艶
出
薄
茶
色
表
紙
（
二
四
・
三
×
一
六
・
五
糎
）
左
上
に
双

郭
題
簽
を
貼
り
、「
釈
尊
舎
利
儀
記 

空
海
述　

全
」
と
記
す
。
袋
綴
。
全
三

十
二
丁
。
剥
が
れ
た
見
返
し
の
表
紙
側
の
左
上
に
「
舎
利
利
益
章
」
と
あ

り
、
そ
の
右
に
「
弘
法
大
師
舎
利
記
／
解
脱
上
人
舎
利
勘
文
／
舎
利
礼
注

秘
傳
／
合
」
と
あ
り
、
右
上
に
千
字
文
「
寅
」
を
記
す
。

　

第
一
丁
表
に
朱
陽
方
印
「
縁
山
蔡
華
海
蔵
両
／
法
孫
弎
陽
大
恩
寺
／
淨

土
真
院
四
十
弌
／
世
隱
衲
八
池
房
練
／
阿
圓
純
圖
書
之
印
」、朱
陽
円
印「
眞

宗
大
學
圖
書
」、
朱
陽
方
印
「
大
谷
文
庫
」
を
捺
す
（
大
恩
寺
の
圓
純
の
印

は
「
舎
利
禮
註
秘
傳
」
の
末
尾
に
も
あ
り
。
大
恩
寺
は
現
愛
知
県
豊
川
市

御
津
町
の
浄
土
宗
寺
院
）。
左
右
双
辺
有
界
の
藍
色
の
罫
紙
（
柱
は
単
魚
尾

白
口
）
を
用
い
て
お
り
、
匡
郭
一
七
・
〇
×
一
一
・
九
糎
。
毎
半
葉
十
行

十
二
字
。
本
文
に
は
返
点
・
送
仮
名
を
附
す
他
、
朱
の
書
入
訂
正
が
多
い
。

　

構
成
は
、「
釈
尊
御
舎
利
儀
記　

空
海
撰
」
と
し
て
第
九
丁
表
八
行
目

ま
で
記
事
が
あ
り
、
同
九
行
か
ら
「
舎
利
勘
文
（
隔
五
格
）
解
脱
集
」
と

し
て
「
獲
得
福
德
故
」
以
下
の
記
事
が
第
十
八
丁
裏
ま
で
続
き
、
後
掲
の

奥
書
が
あ
る
。
第
二
・
五
条
を
除
く
各
条
末
尾
に
は
、「
私
云･･･

」
と

す
る
私
注
が
入
っ
て
い
る
。
第
十
九
丁
表
か
ら
第
二
十
二
丁
表
（
原
本
の

丁
付
で
は
「
廿
三
」）
ま
で
が
「
舎
利
禮
註
秘
傳
」
で
、
不
空
の
舎
利
礼

文
に
関
す
る
注
釈
。

　

第
二
十
二
丁
裏
か
ら
筆
跡
が
変
わ
り
、
一
行
字
数
不
等
で
増
補
さ
れ
た

追
記
が
第
二
十
五
丁
ま
で
続
く
。
下
る
と
こ
ろ
で
は
文
久
二
年
の
年
記
を

持
つ
記
事
も
含
む
が
、
一
部
に
円
純
の
署
名
と
花
押
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

記
事
は
、
三
河
国
大
恩
寺
四
十
一
世
・
綜
誉
円
純
の
手
に
な
る
も
の
ら
し

い
。
舎
利
勘
文
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
前
掲
の
大
正
大
学
附
属
図

書
館
蔵
本
の
奥
書
を
省
略
改
変
し
た
形
の
奥
書
に
続
け
て
、
天
保
十
一
年

の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

「
此
舎
利
勘
文
一
巻
者
在
ヲ二
于
醍
醐
／
山
報
恩
院
宝
庫
ニ一
而
秘
レ
之
淹

矣
當
／
院
主
東
寺
ノ
長
（
朱
）者

水
本
前
大
僧
正
寛
／
済
者
余
聞
法
之
師
也

一
日
授
ク
ト

二

余
ニ
／
此
書
ヲ一
云　々

寛
永
十
七
年
庚
辰
季
／
秋
下
旬　

観

阿
居
士
家
甫
曽
テ
與
ヲ二
／
余
舎
利
勘
文
ヲ一
後
又
得
タ
リ

二

八
色
功
徳
ノ
／
文

及
弘
法
大
師
ノ
儀
記
并
法
語
二
／
條
ヲ一
併
為
ス二
一
冊
ト一
云

々
／　

元
禄
三

年
庚
午
潅
佛
日
／
（
低
五
格
）
本
岩
居
士
玄
先
跋
／
余
今
年
得
タ
リ

二

此
ノ
書
乃
ヒ
舎
利
礼
注
秘
／
傳
於
本
山
迎
誉
大
僧
正
秘
籍
之
／
中
ヨ
リ

一

併
寫
シ
テ
以
秘
ス
／
天
保
十
一
子
年
謹
寫
之
／
（
低
八
格
）
綜
憲
常
書
」
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（
４
）「
舎
利
帰
依
十
因
」「
舎
利
十
因
」
等
の
題
を
持
つ
関
連
写
本

西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵

舎
利
歸
依
十
因　
　

大
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
西
】）

慶
安
元
年
正
月
写

　

国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
る
。
袋
綴
。
見
返
し

に
「
雑
々
廿
番
箱
」
と
記
す
。
内
題
が
あ
る
丁
の
前
丁
に
「
観
音
寺
」「
舜

興
蔵
」と
大
書
。
内
題「
舎
利
歸
依
十
因
」、次
行「
獲
得
福
徳
故
一
」以
下
、

「
證
得
菩
提
故
十
」
に
至
る
十
箇
条
が
あ
る
。
そ
の
後
に
、「
重
誓
願
云　

誓
願
私
云
」
と
し
て
四
言
句
か
ら
な
る
誓
願
な
ど
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の

Ⅲ
に
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
。

　

そ
の
記
事
は
、「
重
誓
願
云　

誓
願
私
云
／･･･

」
の
後
、「
江
南
燈
心

寺
礼
舎
利
詞
」
を
挟
ん
で
、「
南
无
尺
迦
如
来
遺
身
舎
利
生
々
世
々
値
遇

頂
戴
〈
三
反
〉」「
發
願
云
／･･･

」「
四
弘
誓
願
〈
如
常
〉
私
云
／･･･

」

「
釈
迦
宝
号
數
遍
任
意
可
有
観
念
」「
花
ム

（
厳
）経
云･･･

」「
私
云
」「
心
地
観

経
云･･･

」「
南
大
恩
教
主
尺
迦
如
来
生
々
世
々
親
近
奉
仕
〈
三
反
〉」「
神

分　

祈
願　

六
種
廻
向　

合
殺　

後
唄
」
の
よ
う
に
続
き
、
お
お
よ
そ
は

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅲ
に
対
応
す
る
も
の
の
、
一
部
は
異
な
る
。

　

続
い
て
、「
阿
含
経
云･･･

／
小
法
滅
盡
経
云･･･

／
寳
梁
経
云･･･

／
悲
花
経
中
云･･･

／
涅
槃
後
分
遺
教
品
云･･･

」
と
す
る
経
文
引
用
が

あ
り
、「
虚
空
蔵
寺
舎
利
」
と
題
す
る
説
話
が
あ
り
、「
唯
留
舎
利
恩
」
と

し
て
、金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅰ
に
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
。こ
の
う
ち
、「
虚

空
蔵
寺
舎
利
」
は
称
名
寺
聖
教
『
舎
利
要
文
』（
弘
安
元
年
写
、折
本
一
帖
、

一
二
九
函
一
二
）
中
の
「
異
砂
記
」
と
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
第
十
一
「
虚

空
蔵
寺
舍
利
事
」
に
、「
解
脱
上
人
（
記
）」
と
し
て
記
さ
れ
る
内
容
と
対

応
す
る＊
＊

。

　

さ
ら
に
「
釋
迦
隠
本
垂
末
事
／･･･

」「
恒
ニ
可
拝
見
ス
舎
利
ヲ一
事
」「
遺

身
舎
利
記
／･･･

」「
天
王
寺
舎
利･･･

」
以
下
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
終

わ
り
に
「
此
十
因
ハ
解
脱
上
人
作
云

云
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

　

最
後
に
「
真
偽
難
知
事
／･･･

」「
志
求
有
験
事
／･･･

」
の
記
事
が
あ

り
、奥
書
に
「
江
州
芦
浦
観
音
寺
法
印
舜
興
蔵
／
慶
安
元
年
正
月
廿
九
日
」

と
あ
る
。
そ
の
後
、
本
全
体
の
末
尾
に
「
于
時
慶
安
三
庚寅
季
春
日
／
観
音

寺
／
舜
興
蔵
」
と
大
書
す
る
。

　

毎
半
葉
十
行
、
毎
行
字
数
不
等
。
本
文
に
は
返
点
・
送
仮
名
を
附
す
。

最
初
の
「
獲
得
福
徳
故
一
」
以
下
「
釋
迦
隠
本
垂
末
事
」
ま
で
の
所
々
に
、

「
私
云
（
曰
）･･･

」
と
す
る
私
注
が
低
一
格
で
入
っ
て
い
る
。

善
通
寺
蔵　

56
─

43
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舎
利
皈
依
十
因
并
功
徳
事　
　

半
紙
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
善
】）

　
　

文
政
十
三
年
十
月
写

　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
拠
る
。
袋
綴
。
表
紙
左
上
に
外
題
「
舎
利
皈
依

十
因
並
功
徳
事
」
と
直
書
。
表
紙
右
上
に
「
笠
置
山
／
解
脱
上
人
御
艸
」、

右
下
に
「
寒
川
／
普
門
院
／
靈
雅
」
と
記
す
。
目
録
題
「
舎
利
皈
依
十
因

并
功
徳
事
」
と
し
、そ
の
下
に
「
解
脱
上
人
草
」
と
あ
る
。
ま
た
「
黄
入
」

と
記
し
た
紙
片
を
右
上
に
貼
る
。
目
録
で
は
「
一
獲
得
福
徳
」
か
ら
「
證

得
菩
提
」
ま
で
の
十
箇
条
を
挙
げ
、
改
行
し
て
「
一
舎
利
功
徳
事　

二
舎

利
形
相
事　

三
色
相
不
同
事
／
四
名
号
不
同
事　

五
真
偽
難
知
事　

六
壊

不
壊
事
」
の
六
箇
条
を
挙
げ
る
。
最
初
の
十
箇
条
の
記
事
の
第
二
・
五
条

を
除
く
各
条
末
尾
に
、
低
一
格
で
合
点
を
附
し
て
「
私
云･･･

」
と
す
る

私
注
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
十
箇
条
の
末
尾
に
「
解
脱
上
人
御
草
云
云
」

と
あ
り
、改
丁
し
て
「
△
一
舎
利
功
徳
事
」
以
下
の
六
箇
条
を
記
し
た
後
、

奥
書
が
あ
る
。
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
十
行
、
毎
行
字
数
不
等
。
本
文
に
は

返
点
・
送
仮
名
を
附
す
。

奥
書
「
文
明
七
乙未
年
四
月
廿
六
日
薬
師
寺
／
薬
園
院
長
覚
／
于
時
文

政
十
三
寅
冬
十
月
七
日
書
写
功
了
／
東
豫
宇
广
郡
西
寒
川
村
普
門
院

／
靈
雅
」

高
野
山
大
学
図
書
館
高
野
山
三
宝
院
文
庫
蔵　

485
─

8
／
三
／
6

舎
利
十
因　
　
　

枡
形
本　

一
帖
（
後
掲
略
号
【
十
】）

　
　
〔
江
戸
後
期
〕
写

　

本
文
共
紙
表
紙
（
一
六
・
二
×
一
七
・
〇
糎
）
左
上
に
「
舎
利
十
因
」

と
直
書
。
表
紙
右
下
に
「
観
寳
」
と
記
す
。
袋
綴
（
五
針
眼
）。
全
八
丁
。

薄
葉
料
紙
。

　

内
題
「
舎
利
十
因
」
の
下
に
「
解
脱
上
人
撰
」
と
記
す
。
本
文
は
「
獲

得
福
徳
故
一
」
と
し
て
始
ま
り
、
十
因
の
標
題
の
下
に
条
数
を
付
す
特
色

が
あ
る
。
第
二
・
五
条
を
除
く
各
条
の
末
尾
に
「
私
云･･･

」
と
す
る
私

注
が
入
る
が
、
経
文
引
用
の
後
に
改
行
さ
れ
ず
に
連
続
し
て
記
さ
れ
る
。

第
十
条
の
私
注
の
後
に
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅰ
に
相
当
す
る
記
事
が
あ

り
、
さ
ら
に
複
数
の
舎
利
関
係
記
事
が
続
く
。
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
十
四

行
、
毎
行
字
数
不
等
。
字
面
約
一
四
・
〇
×
一
四
・
五
糎
。
返
点
、
送
仮

名
を
附
し
、
一
部
に
は
音
訓
を
傍
記
す
る
。

四
、
金
剛
三
昧
院
蔵
「
舎
利
」
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
本
文
の

検
討

　

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
書
出
の
「
遺
留
舎
利
恩
」
は
、
若
干
大
き
め
な
字
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で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
内
題
と
み
な
す
べ
き
か
思
案
す
る
と
こ

ろ
だ
が
、「
遺
留
舎
利
恩
」
か
ら
始
ま
る
Ⅰ
の
部
分
は
、
前
章
で
分
類
し

た
（
４
）
の
三
本
に
の
み
対
応
記
事
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
本
に

お
い
て
は
い
ず
れ
も
、
Ⅱ
に
相
当
す
る
十
因
の
記
事
の
後
の
記
事
中
に
み

え
る
こ
と
も
勘
案
し
、本
全
体
の
内
題
で
は
な
く
個
別
の
標
題
と
考
え
た
。

こ
の
う
ち
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵
『
舎
利
歸
依
十
因
』
に
は
「
唯
留
舎
利

恩
」
と
い
う
標
題
が
あ
り
、
最
勝
王
経
の
経
文
引
用
を
闕
く
が
、
最
初
の

法
花
経
と
最
後
の
大
悲
経
に
は
「
私
云･･･

」
と
い
う
注
が
あ
り
、
Ⅱ
だ

け
で
な
く
Ⅰ
に
相
当
す
る
部
分
も
含
ん
だ
本
に
私
注
が
附
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
Ⅱ
の
部
分
が
「
護
持
福
徳
故
」
以
下
の
十
箇
条
の
標
題
を
設
け

て
経
文
を
引
用
す
る
形
な
の
に
対
し
、
Ⅰ
の
部
分
は
経
文
引
用
の
み
で
あ

る
た
め
、
後
に
Ⅱ
が
中
心
と
な
る
形
に
構
成
が
変
化
し
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。

　

引
用
さ
れ
た
経
文
に
は
、
朱
で
経
典
名
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
Ⅰ
の

部
分
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
（
大
正
蔵
九
巻
四
三
ｂ
、

末
尾
「
懷
恋
慕
、
而
生
渇
仰
心
」）
や
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
大
正
蔵

十
六
巻
四
〇
六
Ｃ
）
の
よ
う
な
典
拠
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
引
用
文
、
あ
る

い
は
『
大
悲
経
』（
大
正
蔵
十
二
巻
九
六
〇
Ｃ
）
の
よ
う
な
一
部
だ
け
省

略
し
つ
つ
も
大
部
分
が
一
致
す
る
引
用
文
が
あ
る
一
方
で
、『
仏
説
羅
摩

伽
経
』
や
『
大
宝
積
経
』
の
引
用
の
よ
う
に
、
取
意
と
み
ら
れ
る
本
文

も
あ
る
。

　

11
行
目
か
ら
の
「
羅
摩
伽
経
云
」
と
す
る
引
用
「
為
度
虚
偽　

薄
福

衆
生　

留
住
舎
利　

令
成
供
養
〈
文
〉」
も
取
意
で
、『
仏
説
羅
摩
伽
経
』

巻
上
の「

為
度
虚
偽
衆
生
、
故
示
現
涅
槃
。
欲
令
舎
利
広
流
布
故
。
普
令
一

切
得
入
律
行
。
…
」（
大
正
蔵
十
巻
八
五
八
Ｃ
）

と
い
う
記
事
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
教
舜
の
『
秘

鈔
口
決
』
巻
第
十
に
も
、「
羅
摩
伽
経
云
、
為
レ
度
二
虚
偽
薄
福
ノ
衆
生
ヲ一

故
ニ
、
留
二
舎
利
一
令
ン二
供
養
セ
シ
メ
テ

一　
　

、
得
二
往
生
一
文＊
＊

」
と
い
う
似
た
記
事

が
あ
る
が
、
後
半
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
13
行
目
以
降
、

「〈
寳
積
経
云
〉

於
未
来
世　

後
五
百
歳　

諸
衆
生
等　

親
近
悪
支
（
友
カ
）
　

闕
咸
（
減
カ
）念

誦　

讀

經
之
勤　

此
等
衆
生　

供
養
舎
利　

以
神
通
力　

残
留
舎
利　

以
供

養
者　

是
為
在
家　

無
智
衆
生
〈
文
〉」

と
あ
る
句
は
、『
大
宝
積
経
』
第
八
十
九
の

「
爾
時
世
尊
。
告
二
摩
訶
迦
葉
一
言
。
迦
葉
。
当
来
末
世
後
五
百
歳
。

有
二
諸
菩
薩
一
。
親
二
近
悪
友
一
少
レ
読
二
誦
経
一
。
唯
作
下
供
二
養
舎
利
一
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之
業
上
。
以
二
香
花
瓔
珞
幡
蓋
灯
明
一
。
供
二
養
如
来
舎
利
塔
廟
一
。
迦

葉
。
我
為
二
在
家
無
智
衆
生
一
。
令
レ
種
二
善
根
一
。
説
レ
供
二
養
舎
利
一
。

彼
諸
痴
人
不
レ
解
二
我
意
一
。」（
大
正
蔵
十
一
巻
五
〇
七
ｂ
）

と
い
う
記
事
と
、
同
巻
の
少
し
先
の
記
事

「
迦
葉
。
我
為
レ
教
二
化
初
始
発
心
諸
善
男
子
善
女
人
等
一
。
以
二
神

通
力
一
留
二
此
舎
利
一
。
令
二
供
養
一
者
受
二
人
天
楽
一
為
二
未
来
因
乃
至

涅
槃
一
。
彼
愚
痴
人
於
二
我
法
中
一
。
雖
レ
得
二
出
家
一
不
レ
解
二
我
法
一
。

捨
二
出
家
行
一
。
而
但
供
二
養
塔
廟
舎
利
一
。」（
大
正
蔵
十
一
巻
五
一

二
ａ
）

を
組
み
合
わ
せ
た
取
意
文
の
よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
し
た
取
意
文
に
つ

い
て
、
異
同
を
含
み
つ
つ
も
前
章
の
（
４
）
の
三
本
に
対
応
す
る
本
文

が
あ
る
点
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
。

　

続
い
て
貞
慶
撰
述
書
と
の
関
わ
り
を
み
て
お
く
と
、
金
剛
三
昧
院
蔵

本
の
最
初
に
引
用
さ
れ
る『
法
華
経
』如
来
寿
量
品
の
偈
句
に
つ
い
て
は
、

貞
慶
の
五
段
式
『
舎
利
講
式
』
の
う
ち
、魚
山
叢
書
本
と
大
谷
大
学
本
（
余

乙
５
）
の
第
三
段
の
末
尾
近
く
に
も
同
様
の
句
が
引
か
れ
て
い
る＊1
＊

。

　

ま
た
、
８
行
目
以
下
「
大
般
若
経
云
」
と
し
て
引
か
れ
る

「
以
金
剛
喩　

三
摩
地
力　

大
悲
神
力　

砕
金
剛
身　

令
如
舎
利　

後
以
深
廣　

加
持
如
是　

佛
設
利
羅
〈
文
〉」

と
い
う
句
は
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
第
一
百
二
十
九
（
大
正
蔵
五
巻

七
〇
八
Ｃ
）・
第
四
百
三
十
（
大
正
蔵
七
巻
一
六
五
Ｃ
）・
五
百
三
（
大

正
蔵
七
巻
五
六
五
ａ
）
に
対
応
す
る
本
文
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
「
如
舎
利
」

を
「
如
芥
子
」
に
作
り
、「
後
以
」
を
「
復
以
」
に
作
る
）。
一
方
、
春

日
大
明
神
の
所
望
を
受
け
て
貞
慶
が
書
い
た
と
い
う
伝
承
が
記
さ
れ
た

一
段
の
『
舎
利
講
式
』（
東
寺
宝
菩
提
院
蔵
）
に
も
、

「
又
経
云
、
以
二
金
剛
喩
三
摩
地
ノ
力
一
、
砕
二
金
剛
身
一
、
令
レ
如
二

芥
子＊1
＊

一
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
末
尾
を
「
芥
子
」
と
す
る
点
以
外
、
同
様
の
引
用

と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
『
舎
利
講
式
』
の
末
尾
近
く
や
、
貞
慶
の

五
段
式
『
舎
利
講
式
』
の
二
段
目
に
は
、金
剛
三
昧
院
蔵
本
７
行
目
の
『
金

光
明
最
勝
王
経
』
の
「
佛
非
血
肉
身
…
」
以
下
の
句
も
引
か
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅳ
「
仏
舎
利
随
身
事
」（
貞
慶
の
『
舎

利
発
願
』
に
相
当
）
の
142
行
目
以
降
に
「
大
般
若
経
云
、
以
深
廣
ノ
大
悲

神
力
ヲ一
、加
持
護
念
ト
ミ
ヘ
リ
」
と
あ
る
の
も
、８
行
目
以
下
の
『
大
般
若
経
』

の
句
に
基
づ
く
記
事
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ⅰ
で
の
引
用
句
の
一
部

と
Ⅳ
の
内
容
も
相
関
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
Ⅱ
の
部
分
は
、「
護
持
福
徳
故
」
等
の
標
題
を
設
け
て
い
る
点
に

特
色
が
あ
る
が
、
例
え
ば
永
観
の
『
往
生
拾
因
』
で
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
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往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
十
種
の
因
を
「
広
大
善
根
故
」
以
下
、
十
箇
条

に
わ
た
っ
て
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
「
～
故
」
と
い
う
標
題
を
設
け

る
仏
教
書
の
形
式
を
ふ
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う＊1
＊

。

　

金
剛
三
昧
院
蔵
本
を
全
体
と
し
て
み
る
と
、
Ⅳ
の
最
初
に
「
仏
舎
利

随
身
事
」
と
あ
る
の
は
、
Ⅱ
の
第
八
条
の
標
題
「
随
身
得
益
故
」
と
も

対
応
し
て
お
り
、
Ⅳ
の
143
・
144
行
目
に
「
末
代
霊
異
未
タ　ル

ハ
絶
ヘ一
、
滅
罪

生
善
之
益
、
發
心
利
生
之
道
、
所
有
ノ
善
、
何
事
カ
不
成
一
」
と
あ
る
の
は
、

Ⅱ
の
十
箇
条
の
標
題
の
一
部
と
も
対
応
す
る
表
現
の
よ
う
に
も
読
め
る
。

そ
の
少
し
後
の
145
行
目
の
「
無
作
之
威
神
」
は
、
Ⅱ
の
「
護
持
福
徳
故
」

条
に
引
か
れ
る
『
灌
頂
経
』
の
引
用
末
尾
「
各
有
威
神
」（
27
行
目
）
に

基
づ
く
表
現
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

諸
本
と
の
校
異
を
取
る
と
、
部
分
的
に
は
他
本
に
よ
っ
て
金
剛
三
昧
院

蔵
本
を
校
訂
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
字
も
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
金
剛
三
昧
院
蔵
本
は
良
質
な
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
き
な
違
い
は
、
前
章
に
挙
げ
た
諸
本
に
は
、
い
ず
れ
も
「
私
云
」
と
い

う
私
注
が
付
い
て
い
る
点
だ
が
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
が
注
の
付
い
た
本
か

ら
注
を
除
い
て
写
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
は
私
注
の

付
く
前
の
古
態
の
本
文
を
示
す
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

経
文
引
用
に
関
し
て
は
、
第
四
・
五
・
六
・
八
・
九
・
十
条
に
、
他
本

に
あ
っ
て
金
剛
三
昧
院
蔵
本
に
な
い
記
事
が
あ
る
。
諸
本
の
略
号
と
共
に

示
す
。

第
四
条
「
示
現
神
變
故
」

　
「
善
見
律
云･･･

」【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】

第
五
条
「
不
堕
悪
趣
故
」

　
「
造
立
形
像
福
報
経
云･･･

」【
白
版
木
Ａ
西
善
十
】

　
「
智
度
論
云･･･

」【
白
木
大
Ａ
Ｂ
西
善
十
】

「
花
積
陀
羅
尼
神
咒
経
云･･･

」【
西
善
十
】（
た
だ
し
【
善
十
】「
宝
積

陀
羅
尼
神
咒
経
云･･･

」）

第
六
条
「
抜
苦
滅
罪
故
」

「
放
鉢
經
云･･･

」【
十
】

第
八
条
「
随
身
得
益
故
」

　
「
又
云･･･

」（
寳
悉
陀
羅
尼
経
云
）【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】

第
九
条
「
往
生
浄
土
故
」

　
「
弥
勒
成
佛
経
云･･･

」【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】

第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」

「
塔
像
経
云･･･

」【
白
版
大
Ａ
Ｂ
西
善
】（
た
だ
し【
大
Ａ
Ｂ
善
】で
は「
浴

像
経
云･･･
」。【
西
】
は
経
典
名
を
記
さ
な
い
が
近
似
し
た
記
事
を
持
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つ
。）

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
よ
う
な
本
文
に
対
し
て
、
後
に
増
補
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
に
も
み
え

て
い
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
判
断
は

留
保
し
て
お
き
た
い
。
第
四
条
の
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
に
基
づ
く
句
は
、

貞
慶
の
五
段
式
『
舎
利
講
式
』
の
第
三
段
に
も
、
こ
れ
に
関
わ
る
表
現
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
六
条
の
放
鉢
経
引
用
に
つ
い
て
は
、

後
の
増
補
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】で
は
、金
剛
三
昧
院
蔵
本
第
十
条「
證
得
菩
提
故
」

の
最
初
の
「
阿
含
経
云･･･

」
と
す
る
記
事
が
、
第
九
条
の
末
尾
に
入
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、記
事
内
容
と
標
題
の
整
合
性
か
ら
す
る
と
、

金
剛
三
昧
院
本
が
古
態
で
あ
る
と
考
え
る
。『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
で
は

第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」
の
標
題
を
闕
い
て
お
り
、
こ
れ
に
類
し
た
標
題

の
混
乱
等
か
ら
記
事
が
動
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
一
度
、
舎
利
を
供
養

す
れ
ば
千
反
、
天
に
生
じ
る
と
い
う
、
こ
の
経
文
に
類
し
た
表
現
は
、
先

述
の
一
段
式
『
舎
利
講
式
』
に
も
「
一
興
供
養
、
千
反
生
天
」
と
み
え
て

い
る
。

五
、
金
剛
三
昧
院
蔵
「
舎
利
」
の
Ⅲ
・
Ⅳ
の
本
文
の

検
討

　

Ⅲ
の
部
分
は
、『
白
宝
抄
』
と
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵
『
舎
利
歸
依
十
因
』

に
対
応
記
事
が
あ
り
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
は
、
舎
利
に
帰
依
す
る
十
因
を

説
く
Ⅱ
の
部
分
の
記
事
が
、
早
い
段
階
で
Ⅲ
の
部
分
の
記
事
と
共
に
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
Ⅲ
の
中
に
「
次
不
空
礼
」
と

の
み
示
さ
れ
る
不
空
の
舎
利
礼
が
、
諸
本
で
は
本
文
を
伴
う
形
で
十
因
を

説
く
記
事
の
後
に
入
っ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。

　

Ⅲ
の
う
ち
、「
私
誓
願
云
」
以
下
の
記
事
に
、
ま
ず
「
生
々
世
　々

値

遇
舎
利
」
と
あ
り
、
ま
た
118
行
目
に
「
必
詣
都
率　

奉
仕
弥
勒　

決
定
値

遇　

釋
迦
舎
利
」
と
あ
る
の
は
、
特
に
舎
利
信
仰
に
関
わ
る
記
事
と
し
て

注
意
さ
れ
る
。
釈
迦
の
力
を
頼
み
、
弥
勒
の
都
率
浄
土
を
希
求
す
る
こ
と

は
、
Ⅲ
で
「
發
願
云
」
と
し
て
示
さ
れ
る
次
の
記
事
に
も
う
か
が
え
る
。

「
帰
命
頂
礼　

一
切
三
寳　

我
等
弟
子　

至
心
發
願　

尺
迦
大
師

見（恩
カ
）徳

力
故　

上
主
（
生
カ
）内

院　

値
遇
慈
尊　

大
聖
慈
尊　

引
摂
力
故

當
来
値
遇　

一
切
三
寳　

普
賢
境
界　

三
寳
力
故　

自
他
同
證

無
上
菩
提
」
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「
帰
命
頂
礼　

一
切
三
寳
」
か
ら
始
ま
る
こ
の
発
願
の
詞
は
、
Ⅳ
の
138
～

140
行
目
に
「
涅
槃
経
中
舎
利
ニ
説
ケ
リ
三
寳
一
躰
常
住
不
變
之
義
一
（
中
略
）

是
以
佛
子
惣
別
所
帰
三
寳
、
皆
以
此
舎
利
一
為
其
本
質
一
」
と
い
い
、
159

行
目
に
「
今
此
舎
利
者
、
一
切
三
寳
之
性
躰
也
」
と
い
う
記
事
に
も
、
対

応
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
Ⅳ
は
先
述
の
通
り
、
貞
慶
の
『
舎
利
発
願
』

に
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
。
貞
慶
撰
と
し
て
伝
わ
る
『
誓
願
舎
利
講
式
』

の
冒
頭
近
く
に
も

「
敬
白
二
大
恩
敎
主
釋
迦
牟
尼
如
來
十
方
流
布
遺
身
舎
利
同
體
別
體

一
切
三
寳
一
而
言＊1
＊

」

と
い
う
詞
が
あ
り
、
舎
利
と
一
切
三
宝
が
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
發
願
云
」
の
中
の
「
尺
迦
大
師
」
以
下
の
部
分
は
、
次
に

示
す
貞
慶
『
春
日
大
明
神
発
願
文
』
冒
頭
の
記
事
に
近
似
し
て
い
る
（
傍

線
部
）。

「
釈
迦
大
師
恩
徳
力
故
、
当
来
値
二
遇
一
切
普
賢
境
界
一
。
三
宝
力
故
、

自
他
同
証
二
无
上
菩
提
一
。
唯
願
、
永
為
二
観
音
侍
者
一
。
生
生
修
二
習

大
悲
法
門
一
度
二
衆
生
苦
一
不
レ
異
二
大
師
一
。
我
亦
当
来
名
二
観
自
在
沙

門
一
云

云
。
発
レ
願
而
言
、
釈
迦
大
師
恩
徳
力
故
、
上
二
生
内
院
一
、
値

二
遇
慈
尊
一
。
大
聖
慈
尊
引
摂
力
故
、
値
二
遇
一
切
三
宝
一
。」＊1
＊

Ⅳ
の
169
行
目
か
ら
の
「
我
亦
當
来
ニ
ハ
、
名
観
自
在
一
、
發
此
願
一
、
則
尺

迦
教
化
之
力
也
」
と
い
う
部
分
も
、『
春
日
大
明
神
発
願
文
』
の
右
の
引

用
中
の
「
我
亦
当
来
名
二
観
自
在
沙
門
一
云

云･･･

」
と
い
う
記
事
と
対
応
す

る
が
、
Ⅳ
で
続
け
て

「
發
此
願
一
、
則
尺
迦
教
化
之
力
也
、
成
其
事
一
、
寧
離
遺
身
舎
利

之
力
一
哉
、
願
臨
終
ノ
眼
ノ
前
ニ
舎
利
顕
現
シ
テ
、
示
ム
其
道
路
一
、
令
玉
ヘ

生
寳
山
一
、
又
弥
勒
下
生
龍
花
三
會
導
キ
、
決
定
シ
テ
令
ム
詣
佛
前
一
」

と
い
う
よ
う
な
、
釈
迦
及
び
そ
の
遺
身
舎
利
の
力
と
導
き
に
よ
っ
て
弥
勒

に
値
遇
し
た
い
と
い
う
願
い
も
Ⅲ
の
発
願
の
詞
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ⅲ
に
は
「
心
地
観
経
云
」
と
し
て

「
願
我
来
世
恒
沙
劫　

念
々
不
捨
天
人
師　

如
影
随
形
不
蹔
離　

晝

夜
勤
修
於
種
智
」

の
句
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
句
は
先
述
の
『
誓
願
舎
利
講
式
』
や
貞

慶
の
『
欣
求
靈
山
講
式
』（
建
久
七
年
〔
一
一
九
六
〕、
笠
置
山
般
若
台
菴

室
に
お
い
て
起
草
）
の
末
尾
近
く
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
初
句

「
願
於
来
世
恒
沙
劫
」）。

  
こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
Ⅲ
の
記
事
と
、
Ⅳ
の
『
舎
利
発
願
』
に
対

応
す
る
記
事
は
、
内
容
的
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
Ⅲ
も
貞
慶
の

手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
従
来
か
ら
貞
慶
撰

述
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
『
舎
利
発
願
』
が
、
ど
の
よ
う
な
儀
礼
的
背
景
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を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
際
、
Ⅲ
の
記
事
が
大
き
な
手
が
か
り
に
な

る
と
い
え
る
。

　

Ⅳ
に
対
応
す
る『
舎
利
発
願
』に
つ
い
て
は
、称
名
寺
聖
教『
舎
利
発
願
』

と
、花
園
大
学
今
津
文
庫
蔵
（
仏
教
学
者
・
禅
僧
の
今
津
洪
嶽
氏
旧
蔵
）『
上

人
御
草
等
』に
含
ま
れ
る
本
文
が
あ
る
。
称
名
寺
聖
教『
舎
利
発
願＊1
＊

』は『
春

日
御
本
地
尺
』『
社
頭
発
願
』『
法
華
転
読
発
願
』
と
共
に
四
帖
で
一
結
を

な
す
粘
葉
装
で
、い
ず
れ
も
表
紙
に
「
笠
置
上
人
」
と
書
か
れ
て
お
り
、『
法

華
転
読
発
願
』
に
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
八
月
の
貞
慶
の
本
奥
書
が
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
四
帖
と
も
貞
慶
撰
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
今
津
文

庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
は
、
高
山
寺
方
便
智
院
伝
来
の
鎌
倉
写
本
で
、
横

本
の
綴
葉
装
で
あ
る
。『
法
華
講
式
』『
文
殊
講
式
』
を
含
め
、
十
五
編
の

貞
慶
撰
述
書
が
写
さ
れ
て
い
る＊1
＊

。

　

こ
れ
ら
の
本
と
金
剛
三
昧
院
蔵
本
を
比
較
す
る
と
、
大
き
な
相
違
点
と

し
て
は
、
145
行
目
「
躰
用
微
妙
」
の
前
に
、
今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』

で
は
「
性
浄
円
明
ニ
シ
テ
永
ク
離
有
為
妄
染
ヲ一
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
149
行

目
「
我
等
」
の
前
に
『
上
人
御
草
等
』
は
「
三
身
万
徳
宛
然
ト
シ
テ
具
足
ス

希
有
難
遭
ニ
シ
テ
都
テ
無
シ
比
類
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
称
名
寺
聖
教
『
舎

利
発
願
』
の
対
応
箇
所
は
い
ず
れ
も
破
損
部
分
を
含
む
も
の
の
、
残
っ
て

い
る
字
は
『
上
人
御
草
等
』
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
脱
文
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

155
行
目
か
ら
158
行
目
に
か
け
て
、「
後
分
涅
槃
経
云
」
と
し
て
「
正
覺

法
王
育
我
等
、飲
我
法
乳
長
法
身
、唯
願
法
寳
舎
利
光
、令
我
解
脱
三
有
苦
」

の
句
を
引
い
た
後
、「
南
無
釋
迦
大
師
遺
身
舎
利
生
々
世
々
値
遇
頂
戴
〈
三

反
〉」
と
す
る
部
分
、称
名
寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』
は
、「
正
覺
法
王
育
我
等
」

の
み
で
後
を
略
し
、「
南
無
釋
迦
」
以
下
の
記
事
も
な
い
。
ま
た
、
今
津

文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
は
「
正
覺
法
王
育
我
等
」
以
下
の
四
句
を
引
く

が
、
そ
の
後
は
「
南
無
釋
迦
如
来
遺
身
舎
利
」
と
の
み
あ
る
。

　

こ
の
部
分
は
、
貞
慶
の
『
舎
利
講
式
』（
五
段
式
）
の
第
一
段
末
尾
に

近
似
し
て
い
る
。
貞
慶
の
『
舎
利
講
式
』
で
は
、「
正
覺
法
王
育
我
等
」

以
下
の
同
文
を
引
い
た
後
、「
南
無
大
恩
教
主
釋
迦
牟
尼
如
来
生
々
世
々

値
遇
頂
戴
」
と
あ
る
（
伝
本
に
よ
っ
て
は
「
釋
迦
牟
尼
如
来
」
を
「
釋
迦

如
来
遺
身
舎
利
」
ま
た
は
「
釋
迦
如
来
」
と
し
、
末
尾
に
「〈
三
反
〉
が

加
わ
る＊1
＊

」）。
こ
れ
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
が
本
来
の
形
で
、

称
名
寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』
と
今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
は
、
一
部

を
省
略
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
で
は
、
末
尾
に
「
南
無
大
恩
教
主
尺
迦
大
師

遺
身
舎
利
乃
至
成
佛
永
不
相
離
〈
三
反
〉」
と
あ
り
、
こ
の
記
事
も
称
名
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寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』・
今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
に
は
な
い
が
、

同
じ
く
『
舎
利
発
願
』
の
儀
礼
的
な
背
景
を
物
語
る
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
の
中
に
「
南
無
大
恩
教
主
尺
迦
如
来　

生
々
世
々
親
近
奉
仕
〈
三
反
〉」

の
句
が
あ
る
こ
と
も
含
め
、
釈
迦
と
遺
身
舎
利
を
讃
歎
し
、
生
々
世
々
、

値
遇
し
奉
仕
す
る
こ
と
が
繰
り
返
し
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

六
、
終
わ
り
に

　

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
末
尾
に「
笠
置
上
人
御
抄〈
云
々
〉」と
あ
る
の
が
、

本
書
の
後
半
の
み
に
か
か
る
の
か
、
あ
る
い
は
本
全
体
に
か
か
る
の
か
が

検
討
す
べ
き
問
題
だ
が
、
Ⅳ
の
『
舎
利
発
願
』
が
貞
慶
撰
述
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
な
く
、
Ⅲ
と
Ⅳ
は
密
接
に
関
わ
る
記
事
の
よ
う
に
読
め
る
。
Ⅰ
・

Ⅱ
の
中
に
Ⅳ
と
関
わ
る
要
素
が
含
ま
れ
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
舎
利
に
関

わ
る
経
文
引
用
を
主
と
し
た
Ⅰ
・
Ⅱ
と
、
Ⅲ
・
Ⅳ
を
合
写
し
た
可
能
性
も

あ
ろ
う
が
、「
御
抄
」
と
い
う
表
現
は
、
経
文
引
用
を
主
と
し
た
Ⅰ
・
Ⅱ

に
も
か
か
る
表
現
と
考
え
る
場
合
で
も
、
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

ま
た
、『
舎
利
勘
文
』
の
寛
文
十
年
刊
本
を
は
じ
め
と
し
た
後
世
の
伝

本
に
不
空
の
舎
利
礼
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文

や
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵
『
舎
利
歸
依
十
因
』
に
Ⅱ
だ
け
で
な
く
Ⅲ
の
一

部
と
対
応
す
る
記
事
も
あ
る
こ
と
は
、
舎
利
に
帰
依
す
る
十
因
を
説
く
記

事
が
、
Ⅲ
の
記
事
と
共
に
写
さ
れ
て
い
た
他
の
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

『
白
宝
抄
』
の
駄
都
勘
文
に
つ
い
て
は
、『
舎
利
勘
文
』
だ
け
で
な
く
『
舎

利
要
文
』
と
も
一
部
対
応
す
る
箇
所
が
あ
り
、
澄
円
が
先
行
す
る
文
献
を

編
集
し
た
も
の
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ

ル
ベ
ル
ク
氏
が
指
摘
し
て
い
る＊1
＊

。『
白
宝
抄
』
に
、
貞
慶
が
舎
利
関
係
経

文
を
編
ん
だ
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。も
し
、

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
書
写
者
が
本
書
全
体
を
貞
慶
の
撰
述
と
考
え
て
い
た

と
す
る
な
ら
ば
、
形
式
的
に
み
れ
ば
、『
舎
利
勘
文
』
相
当
部
分
（
同
書

の
私
注
は
含
ま
な
い
）
が
貞
慶
の
編
で
あ
る
可
能
性
は
、
従
来
よ
り
は
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
よ
う
な
本
文
が
、
貞
慶

に
仮
託
す
る
形
で
成
立
し
た
と
仮
定
し
て
も
、貞
慶
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、

そ
の
撰
述
書
を
よ
く
理
解
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
た
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
本
稿
で
は
引
用
さ
れ
る
経
文
の
内
容
面
ま
で
十
分
に
検
討
し

た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
特
に
、「
随
身
得
益
故
」
の
項
で
引
か
れ
る
「
寳
悉
地
陀
羅
尼
経
」（
寳

悉
陀
羅
尼
経
と
も
）
の
記
事
は
、
大
江
親
通
編
の
三
十
巻
の
「
駄
都
抄
」

（『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
親
通
伝
）
と
の
何
ら
か
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
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善
通
寺
蔵『
一
切
設
利
羅
集＊1
＊

』に
も
、ほ
ぼ
同
様
の
引
用
が
確
認
で
き
る
が
、

和
製
の
偽
経
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。『
白
宝
抄
』駄
都
勘
文
で
は
、大
師（
空

海
）
請
来
の
秘
経
と
し
つ
つ
も
、（
貞
慶
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
）
空
体
房
鑁

也
（
一
一
四
九
─

一
二
三
〇
）
が
感
得
し
た
経
で
、
元
は
醍
醐
経
蔵
に
一

本
を
安
置
し
て
い
た
が
失
わ
れ
た
と
注
記
し
て
い
る
。
大
正
大
学
附
属
図

書
館
蔵
本
の
本
奥
書
に
、『
舎
利
勘
文
』
が
醍
醐
山
報
恩
院
の
宝
蔵
に
あ
っ

た
と
い
う
記
事
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
も
「
寳
悉
地
陀
羅
尼

経
」
引
用
と
関
わ
る
可
能
性
が
あ
り
、『
舎
利
勘
文
』
と
醍
醐
寺
の
関
わ

り
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
検
討
課
題
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
は

『
舎
利
勘
文
』の
古
態
を
示
す
だ
け
で
な
く
、同
書
と
貞
慶
の『
舎
利
発
願
』

と
の
関
わ
り
、
ま
た
『
舎
利
発
願
』
が
述
べ
ら
れ
た
儀
礼
的
背
景
を
伺

わ
せ
る
点
で
、
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
以
下
に
翻
刻
紹
介
す
る

次
第
で
あ
る
。

◆
翻
刻　

高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
「
舎
利
」（
外
題
）

○
凡
例

・
異
体
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
（
た
だ
し
、
91
行
目

「
犲
」
は
そ
の
ま
ま
の
字
体
で
示
し
た
）。

・「
仏
舎
利
随
身
事
」
以
下
の
記
事
の
み
、
私
に
読
点
を
打
っ
た
。

・〈　

〉
で
括
っ
た
文
字
は
、
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

こ
の
う
ち
、
引
用
経
典
名
を
示
す
注
記
は
、
原
本
で
は
い
ず
れ
も
本

行
で
は
な
く
、引
用
本
文
の
右
肩
に
小
さ
く
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、

翻
刻
に
際
し
て
は
校
異
を
示
す
便
宜
上
、
一
行
分
を
宛
て
て
行
番
号

を
振
っ
て
い
る
。

・
本
文
に
傍
記
に
よ
る
補
入
の
注
記
が
あ
る
場
合
、
改
訂
後
の
本
文
を

示
し
た
上
で
、
末
尾
の
本
文
注
に
原
本
の
様
子
を
注
記
し
た
。

1　

遺
留
舎
利
恩

2　
〈
法
花
経
云
〉

3　

衆
見
我
滅
度　

廣
供
養
舎
利　

咸
皆
懐
戀
暮　

而
生
竭
仰
心
〈
文
〉

4　
〈
涅
槃
経
云
〉

5　

佛
告
四
衆　

汝
莫
愁
悩　

雖
我
滅
度　

尒
有
舎
利　

常
存
供
養〈
文
〉

6　
〈
最
勝
王
経
云
〉



─ 228 ─

7　

佛
非
血
肉
身　

云
何
有
舎
利　

方
便
留
身
骨　

為
益
諸
衆
生
〈
文
〉

8　
〈
大
般
若
経
云
〉

9　

以
金
剛
喩　

三
摩
地
力　

砕
金
剛
身　

令
如
舎
利　

後
以
深
廣

10　

大
悲
神
力　

加
持
如
是　

佛
設
利
羅
〈
文
〉

11　
〈
羅
摩
伽
経
云
〉

12　

為
度
虚
偽　

薄
福
衆
生　

留
住
舎
利　

令
成
供
養
〈
文
〉

13　
〈
寳
積
経
云
〉

14　

於
未
来
世　

後
五
百
歳　

諸
衆
生
等　

親
近
悪
支　

闕
咸
念
誦

15　

讀
經
之
勤　

此
等
衆
生　

供
養
舎
利　

以
神
通
力　

残
留
舎
利

16　

以
供
養
者　

是
為
在
家　

無
智
衆
生
〈
文
〉

17　
〈
持
世
経
云
〉

18　

我
昔
修
行　

菩
薩
行
時　

所
化
衆
生　

多
堕
難
處　

彼
欲
抜
済

19　

欲
留
舎
利
〈
文
〉

20　
〈
大
悲
経
云
〉

21　

如
来
身
者　

不
可
破
壊　

佛
之
舎
利　

亦
不
可
詣

22　

只
為
憐
愍　

一
切
衆
生　

以
本
願
故　

令
如
芥
子

23　

砕
此
舎
利　

為
令
佛
法　

増
廣
流
布
〈
文
〉

24　

・
護
持
福
徳
故

25　
〈
灌
頂
経
云
〉

26　

佛
語
阿
難　

我
今
於
此　

大
衆
之
中　

廣
説
舎
利

27　

福
徳
因
縁　

此
舎
利
者　

雖
如
麻
米　

各
有
威
神
〈
文
〉

28　
〈
大
般
若
経
云
〉�

」
（第


（

（
第

29　

令
於
如
来　

般
涅
槃
後　

有
得
一
粒　

如
芥
子
量

30　

供
養
恭
敬　

獲
福
無
邊　

於
天
人
中　

受
多
勝
樂

31　

乃
至
最
後　

得
盡
苦
際
〈
文
〉

32　
〈
涅
槃
経
云
〉

33　

若
佛
滅
後　

供
養
舎
利　

若
佛
現
在　

供
養
如
来

34　

如
是
二
人　

所
獲
福
徳　

正
等
無
異
〈
文
〉

35　
〈
百
縁
経
云
〉

36　

供
養
如
来　

舎
利
之
人　

當
知
是
人　

福
徳
之
蔵

37　

浄
土
之
蔵　

諸
佛
父
母
〈
文
〉

38　
〈
大
悲
芬
陁
利
経
云
〉

39　

我
涅
槃
後　

貧
乏
衆
生　

於
我
舎
利　

衆
寳
供
養

40　

一
称
一
礼　

一
花
一
香　

随
其
所
求　

従
舎
利
珠

41　

雨
金
銀
七
寳　

与
貧
乏
衆
生　

令
得
安
穏
〈
文
〉

42　

・
悉
地
成
就

43　
〈
陀
羅
尼
集
経
云
〉

44　

如
来
滅
後　

舎
利
塔
前　

供
養
花
香　

念
誦
神
咒
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45　

即
得
成
就　

一
切
所
求
〈
文
〉

46　
〈
悲
花
経
云
〉

47　

娑
婆
世
界
衆
生
貧
窮
无
珍
寳
者
我
舎
利
變
為
瑠
璃
寳
珠

48　

出
現
於
世
間
利
益
諸
衆
生
所
願
皆
成
就

49　

又
云
従
舎
利
珠
流
出
七
寳
利
益
衆
生
若
不
尒
者
不
成
正

50　

覺
〈
文
〉

51　

・
除
病
攘
災
故

52　
〈
悲
花
経
云
〉

53　

願
我
来
世　

入
涅
槃
後　

疾
病
劫
時　

従
舎
利
珠　

出
諸
妙
藥

54　

如
大
雨
下　

遍
滿
世
界　

一
切
衆
生　

取
之
服
者　

四
百
四
病

55　

皆
悉
除
愈　

四
大
調
和　

疾
病
皆
愈　

若
不
尒
者　

不
成
正
覺

56　
〈
文
殊
師
利
寳
蔵
陀
羅
尼
経
云
〉

57　

若
善
男
子
善
女
人
等
身
有
災
厄
於
舎
宅
内
安
舎
利
塔
即�

」
（第


（

（
第

58　

於
其
前
焼
種
々
香
燃
燈
散
花
上
妙
菓
蓏
百
味
飲
食
毎

59　

日
供
養
依
法
修
行
繞
塔
行
道
所
有
諸
患
及
余
災
皆
悉
除
滅
〈
文
〉

60　

・
示
現
神
變
故

61　
〈
菩
薩
處
胎
経
云
〉

62　

如
来
舎
利　

變
化
無
方　

或
為
砕
身　

或
為
全
身　

或
隠
没
不
現

63　

或
流
布
世
間　

或
一
佛
境
界　

或
現
諸
佛
境　

神
足
變
化　

通
力
自
在

64　

廣
大
無
碍　

如
太
虚
空
〈
文
〉

65　

・
不
堕
悪
趣
故

66　
〈
菩
薩
本
願
経
云
〉

67　

只
拂
舎
利
塔
塵
之
人
一
阿
僧
祇
九
十
一
劫
不
堕
悪
趣
受
於
天

68　

上
人
中
冨
樂
最後
歟得

値
遇
釋
迦
如
来
得
阿
羅
漢
果
〈
文
〉

69　
〈
最
勝
王
経
云
〉

70　

供
養
舎
利
於
未
来
世
遠
離
八
難
逢
事
諸
佛
遇
善
知
識
不

71　

失
善
心
福
報
無
邊
速
當
出
離
不
為
生
死
之
所
纒
縛
〈
文
〉

72　

・
抜
苦
滅
罪
故

73　
〈
蓮
花
面
経
云
〉

74　

舎
利
光
明
遥
照
泥
梨
其
光
普
照
抜
苦
与
楽
〈
文
〉

75　
〈
或
真
言
経
云
〉

76　

若
有
衆
生
眼
見
塔
廟
聞
舎
利
名
罪
障
消
滅
〈
文
〉

77　

・
發
菩
提
心
故

78　
〈
悲
花
経
云
〉

79　

我
涅
槃
後
舎
利
變
化
亡
諸
衆
生
發
菩
提
心
是
諸
衆
生

80　

於
十
方
無
量
阿
僧
祇
世
界
成
佛
出
悉
世
皆
當
得
称
我
名
字

81　

讃
歎
而
説
過
去
久
遠
有
佛
世
尊
号
釋
迦
牟
尼
般
涅
槃
後

82　

三
災
劫
起
我
等
尒
時
受
諸
苦
悩
是
佛
舎
利
為
我
等
故
作
種
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83　

種
神
通
師
子
遊
戯
是
故
我
等
發
菩
提
心
種
諸
菩
提
根
令

84　

至
解
脱
〈
文
〉�

」
（第


（

（
第

85　

・
随
身
得
益
故

86　
〈
寳
悉
地
陀
羅
尼
経
云
〉

87　

縦
使
世
間
若
有
衆
生
有
情
愚
夫
有
情
愚
夷
有
情
老
老

88　

毛
婦
女
愚
癡
僧
尼
如
是
類
得
佛
設
利
ヲ一
乃
至
一
粒
分
散
不

89　

乃
設
利
所
置
之
物
帯
於
身
上
一
不
論
晝
夜
ヲ一
若
浄
若
觸
不
離

90　

其
身
一
常
可
帯
之
一
所
獲
一
功
徳
無
有
所
計
一
若
頂
上
若
頚
下
若

91　

心
ヒ前所
若
皆背歟
後、
兩
脇
若
腰
間
帯
設
利
ヲ一
者
譬
如
世
間
犲
牛
之
角

92　

若
人
帯
之
離
水
一
六
尺
帯
設
利
一
者
亦
復
如
是
捨
離
一
切
悪
罪

93　

業
ヲ一
皆
同
佛
行
之
得
釋
迦
牟
尼
如
来
ヲ一
放
其
身
即
是
世
間
應

94　

化
現
得
世
間
之
應
化
故
即
是
清
浄
法
身
大
毗
盧
遮
那
其
人

95　

而
必
入
於
涅
槃
現
身
證
得
無
相
法
身
一

96　

・
往
生
浄
土
故

97　
〈
大
悲
経
云
〉

98　

北
天
竺
國
祇
婆
迦
比
丘
見
我
舎
利
塔
廟
破
壊
一
作
修
治
一
故
命

99　

終
之
後
往
生
極
樂
〈
文
〉

100　
〈
作
佛
形
像
経
云
〉

101　

有
人
慈
心　

及
手
礼
佛　

舎
利
塔
者　

不
堕
悪
趣　

命
終
之
後

102　

皆
生
浄
土
〈
文
〉

103　

・
證
得
菩
提
故

104　
〈
阿
含
経
云
〉

105　

於
如
来
舎
利
一
興
供
養
者
千
反
得
生
天
最
後
證
涅
槃
〈
文
〉

106　
〈
悲
花
経
云
〉

107　

若
以
一
花　

散
舎
利
上　

若
勧
他
人　

供
養
舎
利　

若
見
供
養

108　

舎
利
随
喜　

若
一
礼
拝　

若
遠
舎
利　

皆
悉
證
得　

三
乗
菩
提〈
文
〉

109　
〈
法
花
経
云
〉

110　

諸
佛
滅
度
已　

供
養
舎
利
者　

如
是
諸
人
等　

皆
已
成
佛
道
〈
文
〉

111112　

・
私
誓
願
云

113　

願
従
今
身　

盡
未
来
際　

生
々
世
　々

値
遇
舎
利　

十
方
流
布

114　

所
有
遺
身　

冥
會
一
躰　

摂
入
此
中　

圓
滿
明
浄　

猶
如
滿
月�

」
（第


（

（
第

115　

放
大
光
明　

常
照
國
土　

近
従
我
身　

八
万
戸
虫　

遠
至
三
有

116　

無
邊
衆
生　

常
觸
其
光　

離
苦
得
楽　

漸
滅
罪
障　

發
菩
提
心

117　

臨
命
終
時　

當
我
心
眼　

清
冷
光
明　

息
内
外
苦　

漸
昇
虚
空

118　

前
道
我
心　

必
詣
都
率　

奉
仕
弥
勒　

決
定
値
遇　

釋
迦
舎
利

119　

如
仕
生
身　

屢
見
神
變　

悟
入
佛
界　

深
法
悟
解　

諸
佛
國
土

120　

列
海
會
衆　

常
在
首
上　

光
明
赫
奕　

欣
諸
如
来　

与
設
本
縁
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121　

聞
者
随
喜　

住
無
二
道　

我
心
設
着　

五
欲
妄
境　

我
身
設
堕

122　

三
随途
苦

ヒ

器　

勿
厭
垢
穢　

如
影
随
逐　

宜
顕
施
益　

遂
導
浄
土

123　

住
不
退
地　

乃
至
等
覺　

不
離
本
師

124　
　

・
次
不
空
礼

125　

・
發
願
云

126　

帰
命
頂
礼　

一
切
三
寳　

我
等
弟
子　

至
心
發
願　

尺
迦
大
師

127　

見
徳
力
故　

上
主
内
院　

値
遇
慈
尊　

大
聖
慈
尊　

引
摂
力
故

128　

當
来
値
遇　

一
切
三
寳　

普
賢
境
界　

三
寳
力
故　

自
他
同
證

129　

無
上
菩
提　
　
　

・
次
四
弘　

・
次
尺
迦
寳
号
〈
可
有
観
念
〉

130　

・
心
地
観
経
云

131　

願
我
来
世
恒
沙
劫　

念
々
不
捨
天
人
師　

如
影
随
形
不
蹔
離

132　

晝
夜
勤
修
於
種
智

133　
　

南
無
大
恩
教
主
尺
迦
如
来　

生
々
世
々
親
近
奉
仕
〈
三
反
〉

134　
　

・
神
分
・
祈
願
・
六
種
・
廻
向
・
合
殺
・
後
唄

135　

・
仏
舎
利
随
身
事

136　

佛
子
不
ル
ニ
圖
ヲ一
、
感
得
ス
如
来
舎
利
一
、
猥
ニ
以
別
願
ヲ一
、
恒
時
ニ
奉
ル

持
チ一
、
不
擇
ラ
ハ
窹

137　

寐窕
一
、
不
顧
汗
穢
一
、
生
々
世
々
、
欲
不
暫
モ
離
一
、
此
志
深
シ
矣
、
此

望
切
也
、
縦
ヒ�

」
（第


（

（
第

138　

雖
モ
有
ト
其
失
一
、
争
又
無
ム
其
徳
一
、
校
量
シ
テ
徳
失
ヲ一
、
捨
軽
一
、
就

重
一
、
涅
槃
経

139　

中
舎
利
ニ
説
ケ
リ
三
寳
一
躰
常
住
不
變
之
義
一
、
不
唯タヽ
談
ノ
ミ
ニ
理
ヲ一
、
約

モ
事
一
、
可

140　

尒
一
、
是
以
佛
子
惣
別
所
帰
三
寳
、
皆
以
此
舎
利
一
為
其
本
質
一
、
又

若
141　

現
當
有
修
コ
ト
一
善
ヲ
モ

一

、
以
其
随
分
正
行
一
、
併
配アツ
舎
利
供
養
一
、
設

観
142　

念
雖
難
シ
ト
至
一
、
道
理
何
有
違
一
、
大
般
若
経
云
、
以
深
廣
ノ
大
悲
神

力
ヲ一
、
加
持

143　

護
念
ト
ミ
ヘ
リ
、
佛
設
利
羅
宜
ナ
ル
哉
、
末
代
霊
異
未
タ　ル

ハ
絶
ヘ一
、
滅
罪
生

善
之
益
、

144　

發
心
利
生
之
道
、
所
有
ノ
善
、
何
事
カ
不
成
一
、
凡
如
来
滅
後
、
此
世

界
ノ
中
ニ

145　

都
テ
無
シ下
一
物
ト
シ
テ
及
之
ニ一
似
ル
之
ニ上
、
躰
用
微
妙
ニ
シ
テ
、
能
施
ス二
無
作

之
威
神
一
、
我
等
有
何
宿
善
一
逢
流
布
世
一
、
見ヒ

146　

佛ヒ
ヒ
ヒ
ヒ

者
此
一
、
但
見
テ三
如
ヲ二
芥
子
一
勿
謂
砕
身
一
、此
是
如
来
一
ノ
全
身
也
、

我
若

147　

可
見
佛
身
一
者
、
此
一
粒
即
可
下
備
相
好
一
説
中
教
法
上
、
凡
厥
佛
法
之
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道
、

148　

超
タ
リ
思
議
之
分
ヲ一
、
境
ハ
不
離
心
一
、
因
不
離
果
一
、
作
用
顕
之
處
、

其
躰
即

149　

有
相
伏
現
之
時
、
其
性
亦
存
セ
リ
、
我
等
歓
喜
之
思
、
何
太
緩
慢
ナ
ル
乎
、

150　

正
像
時
移
千
余
年
之
間
、
山
川
異
域
百
万
里
之
外
、
展
轉
来

151　

雖
無
定
主
一
、
我
課
ヲ
ホ
セ
テ自

身
一
、
不
横
乞
求
一
、
佛
以
慈
悲
ヲ一
、
豫
メ
所
施

与
也

152　

某
方
某
國
某
之
人
、
其
世
其
時
可
得
此
ノ
分
ヲ一
、
佛
眼
不
暗
一
、
一
々
照

153　

見
至
マ
テ
當
来
成
道
ニ一
、
佛
具
有
記
別
御
詞
一
、
出
離
云
コ
コ
ニ近
ナ
ル
復
何
生

疑
一

154　

哉
、
唯
願
尺
迦
大
師
遺
身
舎
利
哀
愍
長
夜
一
、
勿
捨
群
迷
ヲ一
矣
、

155　
〈
後
分
涅
槃
経
云
〉

156　

正
覺
法
王
育
我
等
、
飲
我
法
乳
長
法
身
、
唯
願
法
寳
舎
利
光
、

157　

令
我
解
脱
三
有
苦
、

158　
　

南
無
釋
迦
大
師
遺
身
舎
利
生
々
世
々
値
遇
頂
戴
〈
三
反
〉

159　

今
此
舎
利
者
、
一
切
三
寳
之
性
躰
也
、
惣
別
帰
依
之
本
尊
也
、

160　

三
世
常
住
、
十
方
周
遍
、
可
現
廣
大
神
變
一
、
可
作
無
邊
佛
事
一
、

161　

別
シ
テ
願
今
身
以
後
未
タム
到
不
退
一
之
間
、
世
ノ々
所
ニ
不
離
我
身
一
、

可
下
照
我�

」
（第


（

（
第

162　

心
一
、
止
悪
進
ス
ス
メ善
ヲ一
、
示
道
一
、
開
給レ
門
上
、
但
罪
障
深
重
之
時
、
定

恵
微
劣

163　

之
位
宜
ハ
、
設
ヒ
雖
随
遂
一
、
外
恐
ハ
難
顕
現
シ一
、
其
理
可
然
一
、
不
以

為
眼
ト一
、
然

ヒ併猶

164　

時
ト
而
有
功
一
者
、
須
ク　ヘ

シ
現
奇
瑞
ヲ一
、
所
謂
一
、
若
値
内
外
大
魔
障
一
、

若
受
臨
時

165　

極
重
病
一
、
近
則
一
期
之
終
、
若
中
有
之
間
、
善
悪
待
縁
一
、
生
處

将
ニ　セ

ハ

166　

定
ト一
、
又
若
父
母
師
友
等
堕
─

在
セ
ハ
悪
趣
一
、
知
ラ
ム
ニ
其
重
苦
一
、
済

度
失
ム
力
一
、
如
此

167　

之
時
ト
キ
ニ、

深
乞
加
被
一
、
願
放
大
光
明
一
、
出
大
梵
音
一
、
強
耎
随
宜
ニ一
、

示
種
ノ々

168　

相
ヲ一
、
又
捨
此
身
ヲ一
、
已
テ
願
生
南
海
布
怛
落
山
一
、
与
持
咒
仙
人
一
、

為
観
音

169　

待
者
一
、
恒
修
大
悲
法
門
一
、
能
救
ム
衆
生
苦
患
一
、
我
亦
當
来
ニ
ハ
、

名
観
自

170　

在
一
、
發
此
願
一
、
則
尺
迦
教
化
之
力
也
、
成
其
事
一
、
寧
離
遺
身
舎

171　

利
之
力
一
哉
、
願
臨
終
ノ
眼
ノ
前
ニ
舎
利
顕
現
シ
テ
、
示
ム
其
道
路
一
、
令

玉
ヘ
生
寳
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172　

山
一
、
又
弥
勒
下
生
龍
花
三
會
導
キ
、
決
定
シ
テ
令
ム
詣
佛
前
一
、
見
佛
聞

173　

法
、
為
願
望
ノ
最
一
矣
、
本
尊
舎
利
随
遂
我
身
一
、
若
懸
于
頚
下
一
、
如

174　

摩
尼
珠
一
、
若
顕
于
首
上
一
、
同
ラ
ム
日
月
輪
一
、
于
時
衆
中
有
ハ
疑
此

事
一
、

175　

世
尊
為
會
一
、
説
我
本
縁
一
、
令
人
悉
知
過
去
大
師
尺
迦
牟
尼
如
来

176　

之
本
誓
悲
願
一
、
衆
會
随
喜
、
歎
未
曾
有
一
、
乃
至
當
来
自
界
他
方

177　

所
至
方
所
亦
復
如
是
、
遂
ニ
坐
道
場
一
、
自
説
本
生
一
、
何
異
釋
迦
尊

178　

往
昔
諸
経
一
乎
、
若
有
同
類
一
者
、
令
住
此
願
一
矣
、

179　

南
無
大
恩
教
主
尺
迦
大
師
遺
身
舎
利
乃
至
成
佛
永
不
相
離
〈
三
反
〉

180181　
　

笠
置
上
人
御
抄
云
々

�

」
（第


（

（
第

◆
本
文
注

47
：「
為
」、「
變
」
の
後
に
点
を
付
し
左
に
傍
記
し
て
補
入
。

68
：「
最
」
の
下
に
点
を
付
し
、「
後
歟
」
と
傍
記
。

70
：「
佛
」、「
諸
」
の
下
に
点
を
付
し
、
右
に
傍
記
し
て
補
入
。

77
：「
發
」
は
「
菩
」
の
上
に
点
を
付
し
、
右
に
傍
記
し
て
補
入
。

91
：「
心
前
」
の
「
前
」
の
左
に
「
ヒ
」
を
付
し
、
右
に
「
所
」
と
傍

記
し
て
訂
正
。

91
：「
皆
」
の
左
に
点
を
付
し
、
右
に
「
背
歟
」
と
傍
記
。

105
：「
得
」、「
反
」
の
下
に
点
を
付
し
、
右
下
に
傍
記
し
て
補
入
。

110
：「
佛
」、「
成
」
の
下
に
点
を
付
し
、
右
に
傍
記
し
て
補
入
。

122
：「
随
」
の
左
に
「
ヒ
」
を
付
し
、
右
に
「
途
」
と
傍
記
し
て
訂
正
。

142
：「
深
」、「
以
」
の
下
に
点
を
付
し
、
右
に
傍
記
し
て
補
入
。

145
：「
一
物
」
の
下
に
点
を
付
し
、
右
に
「
及
之
ニ一
似
ル
之
上
ニ
躰
用
微

妙
ニ
シ
テ
」
と
傍
記
し
て
補
入
。

145
・
146
：「
見
佛
者
此
一
」
の
五
字
、
い
ず
れ
も
左
に
「
ヒ
」
を
付
し
、

抹
消
を
示
す
。

151
：「
与
」、「
施
」
の
下
に
点
を
付
し
、行
末
に
「
与
」
と
記
し
て
補
入
。

156
：「
等
」、「
我
」
の
下
に
点
を
付
し
、
右
に
傍
記
し
て
補
入
。

162
：「
進
」
重
ね
書
き
。

163
：「
併
」
の
左
に
「
ヒ
」
を
付
し
、
右
に
「
猶
」
と
傍
記
し
て
訂
正
。

167
：「
時
」
重
ね
書
き
。

◆
校
異

○
校
異
凡
例

・
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
本
文
の
行
頭
に
付
し
た
行
数
を
示
し
、
以
下
の
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対
校
本
と
の
異
同
を
【　

】
付
の
略
号
を
用
い
て
順
に
挙
げ
た
。

【
白
】『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
「
舎
利
事
」（
大
正
蔵
図
像
部
第
十
巻
）

【
版
】
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
哲
学
堂
文
庫
蔵 

T 

6922
『
舎
利
勘
文
』　

寛
文
十
年
九
月
刊

【
大
】
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
105
─
38
『
釋
尊
御
舎
利
儀
記 

舎
利
勘

文
』　
〔
江
戸
中
期
〕
写

【
木
】
糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
・
木
村
秋
雨
旧
蔵
資
料
『
舎
利
勘

文 

釋
尊
御
舎
利
儀
記
』　

明
和
六
年
七
月
写

【
Ａ
】
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
・
余
大

3710
『
釋
尊
御
舎
利
儀
記 

舎
利
勘
文
』

　

文
政
九
年
十
一
月
写

【
Ｂ
】
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
・
余
大

1330
『
釋
尊
御
舎
利
儀
記 

舎
利
勘
文 

舎
利
禮
註
秘
傳
』　

天
保
十
一
年
写

【
西
】
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵
・
雑
々
11
『
舎
利
皈
依
十
因
』　

慶
安
元

年
正
月
写

【
善
】
善
通
寺
蔵
・
56-

43
『
舎
利
皈
依
十
因
并
功
徳
事
』　

文
政
十
三

年
十
月
写

【
十
】
高
野
山
大
学
図
書
館
高
野
山
三
宝
院
文
庫
蔵
・
485-

8
／
三
／
6

『
舎
利
十
因
』　
〔
江
戸
後
期
〕
写

＊
Ⅳ
仏
舎
利
随
身
事
（
舎
利
発
願
）
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
本
と
対

校
し
た
。

【
称
】
称
名
寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』　
〔
鎌
倉
後
期
〕
写

【
今
】
花
園
大
学
今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』　
〔
鎌
倉
中
期
〕
写

・
漢
字
の
字
体
の
相
違
や
、
振
仮
名
・
送
仮
名
・
訓
点
な
ど
の
相
違
は
、

異
同
に
は
含
め
て
い
な
い
。
複
数
の
伝
本
が
同
様
の
記
事
を
持
つ
場

合
、
最
初
に
掲
出
し
た
伝
本
の
本
文
を
挙
げ
た
。
送
仮
名
等
も
含
め

て
対
校
本
の
本
文
を
挙
げ
た
場
合
も
あ
る
が
、
漢
字
の
本
文
記
事
が

共
通
す
る
複
数
伝
本
を
共
に
挙
げ
て
い
て
も
、
字
体
・
訓
点
・
送
仮

名
が
全
て
共
通
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

・【
Ｂ
】
は
本
文
に
朱
字
改
訂
が
入
っ
て
お
り
、
改
訂
後
の
記
事
を
校

異
の
対
象
と
し
た
が
、
抹
消
符
が
入
っ
て
い
な
い
字
な
ど
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
元
の
記
事
と
朱
字
の
両
方
を
示
し
た
。

・
最
初
に
挙
げ
た
九
本
の
対
校
本
に
は
、
い
ず
れ
も
各
条
に
金
剛
三
昧

院
蔵
本
に
な
い
「
私
云･･･

」
と
い
う
注
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
掲
出
は
省
略
し
た
。

Ⅰ 
遺
留
舎
利
恩

＊
Ⅰ
に
つ
い
て
は
【
西
善
十
】
の
み
対
応
記
事
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
、

Ⅱ
の
十
箇
条
の
後
に
あ
る
記
事
中
の
一
部
）。【
善
十
】
は
「
遺
留
舎
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利
恩
」
に
相
当
す
る
標
題
が
な
い
。

1
遺
─
唯
【
西
】

2
花
─
華
【
善
】
○
経
─
ナ
シ
【
十
】

3
廣
供
養
舎
利　

咸
皆
懐
戀
暮
─
ナ
シ
【
十
】

3
暮
─
慕
【
西
善
】
○
竭
─
渇
【
善
十
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
西
善
】

5
雖
─
難
【
十
】
○
尒
─
而
【
西
善
十
】
○
存
─
在
【
西
善
十
】
○
〈
文
〉

─
ナ
シ
【
善
】

6
〈
最
勝
王
経
云
〉
～
7
為
益
諸
衆
生
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
西
】

7
云
何
有
舎
利　

方
便
留
身
骨
─
ナ
シ
【
十
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

9
摩
─
昧
【
十
】
○
如
舎
利
─
芥
子
コ
ト
ク
ナ
ラ

一　
　
　

【
西
】、如
ナ
ラ

二

芥
子ノ一
【
善

十
】、
○
後
─
ナ
シ
【
西
】、
彼
【
善
十
】

10
設
利
─
舎
利
【
十
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

11
羅
─
維
【
善
十
】

12
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

14
親
近
─
不
レ
親
二
近
セ
【
善
十
】
○
悪
支
─
悪
友
【
西
】、善
友
【
善
十
】

○
咸
─
減
【
西
善
十
】

15
讀
─
ナ
シ
【
善
】
○
以
神
通
力　

残
留
舎
利
─
ナ
シ
【
善
】
○
神
通

─
神
【
十
】

16
以
供
養
者　

是
為
在
家　

無
智
衆
生
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
十
】（
寳
積

経
の
記
事
の
途
中
で
、
持
世
経
の
記
事
に
連
続
）

16
以
─
令
【
西
】、不
令
【
善
】
○
是
─
ナ
シ
【
西
】
○
家
─
家
人
【
西
】

○
無
─
无
【
西
】
○
生
─
ナ
シ
【
西
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

17
〈
持
世
経
云
〉
─
ナ
シ
【
十
】
○
持
─
救
【
善
】

18
我
昔
修
行
─
ナ
シ
【
十
】
○
昔
─
ナ
シ
【
善
】
○
多
─
為
【
善
】
○

彼
欲
抜
済
─
欲
抜
済
之
ヲ一
故
ニ
【
西
】、
彼
シ
テ
欲
二
済
抜
一
【
十
】

19
欲
─
ナ
シ
【
西
】、
故
【
善
十
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

21
詣
─
破
壊
【
西
】、
壊
【
善
十
】

22
以
─
ナ
シ
【
西
善
十
】
○
本
願
─
本
願
力
【
西
】
○
令
如
芥
子 

砕

此
舎
利
─
砕
ケ
テ

二

此
舎
利
一
令
三
如
ク
ナ
ラ

二　

芥
子
ノ一
【
西
善
十
】

23
増
廣
─
僧
【
善
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

Ⅱ 

第
一
条
「
護
持
福
徳
故
」

24
護
持
─
獲
得
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
故
─
故
一
【
西
十
】、

一
【
善
】

25
語
─
告
【
Ｂ
西
善
十
】

26
我
今
於
此
─
我
於
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
○
大
衆
之
─
大
衆
ノ
【
版
Ａ
】、

大
衆
【
十
】
○
廣
─
ナ
シ
【
西
】
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27
此
─
ナ
シ
【
十
】
○
者
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
○
雖
─
雖
レ
有

ト
【
善
】
○
米
─
末
【
版
木
】
○
威
神
─
神
力
【
白
版
大
木
Ａ
】、

福
力
【
Ｂ
】、
威
光
【
十
】
○
〈
文
〉
─
〈
矣
〉【
西
】
○
〈
文
〉
─

〈
云
云
〉【
善
】

＊
以
下
【
善
】
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
31
・
37
・
41
・
45
・
50
・

55
・
59
・
64
・
68
行
目
の
末
尾
の
〈
文
〉
に
相
当
す
る
箇
所
を
〈
云

云
〉
と
す
る
が
、
個
別
の
校
異
掲
出
は
省
略
す
る
。

29
令
於
─
ナ
シ【
版
木
】、於【
大
Ａ
Ｂ
】、今
於【
善
】○
般
─
収
玉
テ【
西
】

○
子
─
ナ
シ
【
版
木
】

30
無
─
无
【
西
】
○
天
人
─
人
天
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】、天
上
人
【
西
】

○
多
─
ナ
シ
【
善
】
○
樂
─
妙
樂
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】

31
得
─
ナ
シ
【
Ｂ
十
】

32
〈
涅
槃
経
云
〉
～
34
正
等
無
異
文
─
ナ
シ
【
善
】

33
滅
─
滅
度
【
白
】
○

34
是
─
此
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
○
徳
─
ナ
シ
【
版
大
Ａ
Ｂ
】
○
無
─
無

有
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】、
无
【
西
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
十
】

36
福
─
功
【
白
】

37
浄
土
之
─
浄
土
ノ
【
版
】
諸
佛
─
諸
佛
之
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】

38
芬
─
分
【
白
善
】、
入
分
【
西
】、
經
入
分
【
十
】

39
乏
─
窮
【
西
】
○
於
─
放
（「
於
」
と
朱
傍
記
）【
Ｂ
】
○
衆
寳
─
以

衆
宝
ヲ一

【
西
】、衆
【
善
】

40
一
称
一
礼
─
若
一
称
一
礼
シ
若
ハ
供
二
養
セ
ン【
西
】○
一
花
─
一
華【
白

版
大
木
Ｂ
善
】、
ナ
シ
【
十
】
○
香
─
香
者
【
西
】
○
舎
利
─
我
カ

舎
利
【
善
】

41
銀
─
録
【
Ａ
】
○
穏
─
楽
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
〈
文
〉
─
ナ

シ
【
版
】

Ⅱ 

第
二
条
「
悉
地
成
就
」

42
悉
地
成
就
─
悉
地
成
就
故【
白
大
Ｂ
】、神
力
悉
地
成
就
故【
版
木
Ａ
】、

悉
地
成
就
故
二
【
西
十
】、
二
悉
地
成
就
【
善
】

43
陀
羅
尼
─
陀
羅
尼
凡
【
版
木
】

44
花
香
─
香
華
【
白
大
Ｂ
】、
香
花
【
版
木
Ａ
西
善
十
】

45
得
─
是
【
Ｂ
】

46
花
─
華
【
白
版
大
木
Ａ
】、
ケ
【
Ｂ
】

47
娑
婆
─
為
ニ下
娑
婆
【
西
】
○
世
界
─
世
界
之
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
○

衆
生
─
ナ
シ
【
善
】
○
无
─
無
【
白
大
木
Ａ
Ｂ
善
】、
ナ
シ
【
十
】

○
珍
─
ナ
シ【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】○
者
─
有（
朱
で「
者
」に
訂
正
）【
Ｂ
】

48
於
─
ナ
シ
【
版
木
大
Ａ
Ｂ
西
】
○
成
就
─
成
就
〈
文
〉【
白
版
木
十
】、
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成
就
ス
ヘ
シ
之
ヲ
〈
文
〉【
大
Ｂ
】

49
又
云
─
ナ
シ
【
善
】
○
者
不
─
ナ
シ
【
Ｂ
】
○
成
─
取
【
西
】

Ⅱ 

第
三
条
「
除
病
攘
災
故
」

51
除
─
三
除
【
善
】
○
疒譲籰籰
【
Ｂ
】
○
故
─
故
三
【
西
十
】、
ナ
シ
【
善
】

52
悲
花
経
云
─
又
云
【
西
十
】
○
花
─
華
【
白
版
大
木
Ａ
】、
ケ
【
Ｂ
】

54
大
雨
─
天
雨
【
十
】
○
遍
滿
─
ナ
シ
【
版
木
】、
遍
ネ
ク
【
大
Ａ
Ｂ
】

○
一
切
─
ナ
シ
【
Ｂ
】
○
取
─
所
【
十
】
○
服
─
眼
【
十
】

55
皆
悉
─
悉
ク
皆
【
Ｂ
】
○
四
大
調
和　

疾
病
皆
愈
─
ナ
シ
【
十
】
○

疾
病
─
病
【
白
】、
疾
【
版
大
木
Ｂ
】
○
皆
愈
─
皆
息
【
西
】
○
成

─
取
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
】
○
正
覺
─
正
覺
〈
文
〉【
白
版
大
木
Ｂ
西
十
】

57
善
男
子
善
女
人
等
─
有
四
部
衆
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】、
善
男
子
善
女

人
【
西
十
】
○
厄
─
危
【
版
木
十
】
○
塔
─
ナ
シ
【
Ａ
】
○
即
─
ナ

シ
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】

58
花
─
華
【
白
大
木
】、
ケ
【
Ｂ
】
○
妙
─
ナ
シ
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】

59
繞
─
ナ
シ
【
白
】
○
余
─
業
【
十
】
○
災
─
災
厄
【
白
大
Ａ
西
善
十
】、

災
危
【
版
木
】（【
木
】「
厄
イ
」
と
傍
記
）、
災
辰
【
Ｂ
】
○
患
及
─

惠
即
（「
惠
」
に
「
悪
」
朱
傍
記
）【
Ｂ
】
○
悉
除
滅
〈
文
〉
─
除
滅

【
版
木
】

Ⅱ 

第
四
条
「
示
現
神
變
故
」

＊
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
は
、
本
条
末
尾
に
「
善
見
律
云･･･

」

と
す
る
記
事
が
あ
る
。【
西
】
に
拠
っ
て
以
下
に
示
す
。

 

「
善
見
律
云
、
我
舎
利
到
師
子
國
ニ一
、
現
リ
色
身
ヲ一
宛
如
在
世
ノ一
、

具
足
三
十
二
相
、
光
明
赫
奕
ト
シ
テ
、
方
ニ
倍
リ二
日
月
ニ一
、
直
ニ
昇
虚

空
一
、
高
七
多
羅
樹
、
現
リ二
諸
ノ
神
反
ヲ一
、
五
色
玄
黄
〈
矣
〉」

60
示
─
四
示
【
善
】
○
故
─
故
四
【
西
十
】、
ナ
シ
【
善
】

62
如
来
舎
利　

變
化
無
方　

或
─
ナ
シ
【
十
】
○
變
─
反
【
西
】
○
方

─
邊
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
○
或
隠
没
不
現　

或
流
布
世
間　

或
一
佛
境

界
─
ナ
シ
【
十
】
○
或
隠
没
不
現
─
惑
隠
没
不
現
【
版
】、
或
隠
不

現
【
白
】、
或
隠
現
随
時
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】、
或
現
浮
沈
自
在
一
或
隠

没
シ
テ
不
レ
現
【
西
】、
或
ハ
隠
現
随
イレ
時
ニ
或
隠
没
シ
テ
不
レ
現
セ
【
善
】

63
或
一
─
或
ハ
現
シ
一
【
大
Ａ
Ｂ
西
善
】
○
佛
境
─
佛
境
界
【
白
大
Ａ

Ｂ
善
十
】
○
變
─
反
【
西
】

64
無
─
无【
Ａ
】○
碍
─
礙【
白
善
】、量【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】○
太
─
大【
白

大
Ｂ
西
善
十
】
○
〈
文
〉
─
〈
矣
〉【
西
】



─ 238 ─

Ⅱ 

第
五
条
「
不
堕
悪
趣
故
」

＊
【
白
木
Ａ
西
善
十
】
は
、
菩
薩
本
願
経
の
引
用
の
後
に
、「
造
立
形

像
福
報
経
云･･･

」「
智
度
論
云･･･

」
と
す
る
記
事
が
あ
り
、「
最

勝
王
経
云･･･

」
の
記
事
に
続
く
。【
西
】
に
拠
っ
て
以
下
に
示
す
。

 

「
造
立
形
像
福
報
経
云
、
住
シ
テ
敬
心
ニ一
刄
ヘレ
手
礼
二
佛
舎
利
一
者
、

死
シ
テ
後
五
劫
間
、
不
堕
地
獄
ノ
中
ニ一
〈
文
〉」

「
智
度
論
云
、
供
養
舎
利
人
、
為
法
然
道
理
、
常
受
二
天
上
樂
求
、

不
堕
悪
趣
〈
文
〉」

同
じ
箇
所
に
、【
版
】
は
「
造
立
形
像
福
報
経
云･･･

」
の
記
事
の
み

あ
り
、【
大
Ｂ
】
は
「
智
度
論
云･･･
」
の
記
事
の
み
あ
る
。
ま
た
、

【
木
】
は
本
条
末
尾
に
「
異
本
ニ
此
次
ニ
證
ス二
寳
積
陀
羅
尼
神
咒
經
ヲ一
、

今
此
本
闕
二
失
ス
ル
カ
私
註
ノ
着
語
ヲ一
乎
」
と
注
記
す
る
。【
西
】
の
本

条
末
尾
に
は
「
花
積
陀
羅
尼
神
咒
経
云･･･

」
と
す
る
記
事
、【
善
十
】

の
本
条
末
尾
に
「
宝
積
陀
羅
尼
神
咒
経
云･･･

」
と
す
る
記
事
が
あ

る
。【
西
】
に
拠
っ
て
以
下
に
示
す
。

「
花
積
陀
羅
尼
神
咒
経
云
、
若
復
有
人
如
来
滅
後
、
發
菩
提
心
ヲ一
、

以
テ二
一
香
花
一
人
僧
伽
藍
、
挙
足
下
足
作
如
是
言
ヲ一
、
南
无
世
尊
ト
、

以
ノ
此
深
解
ヲ一
故
、
重
ク
シ

二

信
心
ヲ一
供
養
如
来
ノ
舎
利
ノ
宝
塔
ヲ一
、
不
ス

以
テ
求
報
一
、
不
以
疑
惑
一
、
未
得
二
解
脱
ヲ一
、
其
於
テ二
中
間
ニ一
、
千

万
億
劫
不
堕
悪
趣
一
〈
文
〉」

65
不
─
五
不
【
善
】
○
悪
趣
─
三
途
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
故

─
五
【
西
十
】、
ナ
シ
【
善
】

66
本
願
─
處
胎
【
版
木
】、
胎
【
大
Ｂ
】

67
只
─
且
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
○
拂
─
佛
【
白
】
○
塔
塵
之
─
之
塵
【
西
】

○
阿
─
ナ
シ
【
Ａ
】
○
於
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】

68
冨
─
福
【
西
】
○
最
　
後
歟

─
最
後
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
得
─

ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
釋
迦
─
釈
迦
牟
尼
【
善
】
○
阿

─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
版
木
】

69
〈
最
勝
王
経
云
〉
─
ナ
シ
【
十
】

70
於
未
来
世
─
ナ
シ
【
Ｂ
】、
於
末
世
【
善
】
○
逢
─
逆
【
白
】、
ナ
シ

【
版
木
】、
奉
【
大
Ａ
Ｂ
善
十
】

71
善
心
─
ナ
シ
【
版
大
木
Ａ
】（【
木
】
は
「
福
報
」
の
後
に
「
不
レ
失

二
善
心
ヲ一
福
徳
」
と
傍
記
挿
入
）、正
念
【
Ｂ
朱
傍
記
】
○
報
─
徳
【
善
】

○
無
─
无
【
版
Ａ
西
】
○
當
─
ナ
シ
【
十
】
○
出
─
世
【
白
】
○
不

為
─
ナ
シ
【
十
】
○
所
─
ナ
シ
【
十
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
白
善
】

Ⅱ 

第
六
条
「
抜
苦
滅
罪
故
」
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＊
【
十
】
の
み
、「
蓮
華
面
経
云･･･

」
の
記
事
の
後
に
、「
放
鉢
經
云
、

一
タ
ヒ
称
二
釈
迦
牟
尼
如
来
名
号
ヲ一
、
滅
ス二
七
百
万
億
阿
僧
祇
劫
罪
ヲ一

〈
文
〉」
と
す
る
記
事
が
あ
る
。

72
抜
─
六
抜
【
善
】
○
故
─
故
六
【
西
十
】、
ナ
シ
【
善
】

74
普
─
所
【
西
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

75
経
─
書
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】（【
木
】
は
「
經
イ
」
と
傍
記
）

76
眼
─
現
【
十
】
○
聞
─
ナ
シ
【
十
】
○
消
滅
─
消
滅
シ
テ
現
世
安
穏
ニ

シ
テ
後
ニ
生
ン
極
樂
一
【
西
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

Ⅱ 

第
七
条
「
發
菩
提
心
故
」

77
發
─
七
ニ
発
【
善
】
○
故
─
故
七
【
西
十
】、
ナ
シ
【
善
】

78
花
─
華
【
白
版
大
木
善
】、
ケ
【
Ｂ
】

79
涅
槃
─
般
涅
槃
【
善
十
】
○
變
─
反
【
西
】
○
亡
諸
衆
生
─
令
諸
衆

生
【
白
大
Ａ
Ｂ
西
善
十
】、
所
化
衆
生
令
【
版
木
】
○
菩
提
心
─
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
【
版
木
】

80
於
十
方
無
量
─
過
テ二
千
恒
河
沙
等
ノ
阿
僧
祇
劫
ヲ一
於
テ二
十
方
無
量
無
邊

【
版
木
】、
於
二
無
量
【
Ｂ
】、
於
十
方
无
量
【
西
】、
未
来
世
中
於
十

方
無
量
【
善
】
○
阿
僧
─
ナ
シ
【
白
】
○
出
悉
世
─
出
世
悉
【
白
大

Ａ
Ｂ
西
十
】、
出
世
【
版
木
善
】
○
皆
─
皆
悉
ク
【
善
】
○
得
─
ナ

シ
【
版
木
】
○
称
─
称
説
【
Ｂ
、「
説
」
は
朱
傍
記
】
○
字
─
号
【
大

Ａ
Ｂ
】

81
讃
歎
而
説
─
讃
嘆
而
説
【
白
】、
而
モ
説
二
讃
嘆
ヲ一
○
【
版
木
】、
説
テ

讃
嘆
ス
ヘ
シ【
大
Ｂ
】、讃
歎
ス
ル
コ
ト
ヲ
能【
Ａ
】○
過
去
─
又
云
過
去【
大
】、

又
過
去
【
Ｂ
】
○
有
─
在
【
Ａ
】
○
世
─
四
【
十
】
○
釋
迦
牟
尼
─

字
ク二
某
甲
ト一【
版
】、
釈
迦
牟
尼
仏
【
善
】
○
般
涅
槃
後
─
後
般
涅
槃

【
白
】、
涅
槃
ノ
後
【
Ａ
】

82
三
災
劫
─
刀
兵
疾
病
飢
餓
劫
【
版
木
】、刀
兵
疾
病
飢
餓
三
災
劫
【
大

Ｂ
】、
三
中
劫
【
十
】
○
起
─
ナ
シ
【
Ｂ
】
○
尒
時
─
尒
時
於
テ二
其
ノ

劫
ノ
中
ニ一
【
版
木
】
○

83
通
─
足【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】○
我
等
─
我
等
即
チ【
版
大
木
Ｂ
】

○
發
菩
提
心
─
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
【
版
木
】
○
菩
提
根
─

善
根
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
令
至
解
脱
〈
文
〉
─
精
勤
ニ
修

二
習
ス
於
六
波
羅
蜜
ヲ一
如
二
上
ニ
廣
ク
説
ク
カ

一

【
版
】、今
至
解
脱
〈
文
〉【
十
】

Ⅱ 
第
八
条
「
随
身
得
益
故
」

＊
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
は
、
末
尾
に
「
又
云･･･

」
と
い
う
記

事
が
あ
る
。【
西
】
に
拠
っ
て
以
下
に
示
す
。
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「
又
云
、
若
四
部
ノ
衆
、
得
テ
持
コ
ト

二

佛
ノ
設
利
ヲ一
乃
至
一
粒
分
散
ノ

一
分
モ
、
常
ニ
行
シ
恭
敬
ヲ一
常
ニ
帯
之
者
ハ
、
此
人
所
ノ
到
之
處
、
悉
ク

是
金
剛
界
ノ
大
曼
荼
羅
ナ
リ
、
即
所
ノ二
親
近
ル一
一
切
之
物
ハ
、
皆
成
ル二

四
種
法
身
之
躰
ヲ一
、
若
ハ
近
ツ
キ

二

男
女
ニ一
、
若
近
キ
牛
馬
一
、
若
近
狗

猫
ニ一
、
若
一
切
ノ
飛
禽
走
獣
虫
蛛
畜
生
有
情
類
等
、
悉
ク
令
即
入
テ二

菩
提
ノ
初
門
、
令
ル
得
菩
提
之
初
位
也
〈
文
〉」

85
随
─
八
随
【
善
】
○
身
─
心
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
】（【
木
】
は
「
身

イ
」
と
傍
記
）
○
益
─
答
【
Ａ
】
○
故
─
故
八
【
西
十
】、ナ
シ
【
善
】

86
地
─
ナ
シ
【
白
版
大
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
羅
─
ナ
シ
【
Ｂ
】

87
縦
─
假
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
使
─
令
【
Ｂ
】
○
若
─
ナ
シ

【
善
】
○
衆
生
有
情
─
愚
童
【
白
Ａ
】、
愚
童
有
情
【
版
大
木
Ｂ
西
善

十
】
○
有
情
愚
夷
有
情
─
愚
惑
【
白
】、
優
婆
夷
或
ハ
【
大
Ａ
Ｂ
】、

有
情
愚
戻イ
ノ
有
情
【
十
】
○
老
老
毛
─
老
耄
【
白
版
大
木
Ｂ
西
善
十
】、

老
耆
【
Ａ
】

88
是
類
─
是
等
類
【
白
大
Ａ
Ｂ
善
十
】、
是
等
ノ
一
切
有
情
類
【
版
木
】、

是
等
ノ
類
一
切
有
情
【
Ａ
】
○
得
─
ナ
シ
【
Ａ
】
○
設
利
─
舎
利
【
善

十
】
○
不
乃
設
利
─
一
分
及
舎
利
【
白
大
Ｂ
】、一
分
及
与
ヒ
舎
利
【
版

木
十
】、一
分
ノ
舎
利
【
Ａ
】、一
分
及
与
設
利
【
西
】、一
分
ノ
設
利
【
善
】

89
置
─
持
【
版
木
Ａ
西
】、
持杵ノ
【
大
】、
杆
【
Ｂ
】、
置
持
【
善
】
○
物

─
初物
等
【
大
】、
物
等
【
Ａ
Ｂ
】
○
身
─
自
身
【
西
】
○
浄
─
浄
若

ハ
不
浄
【
十
】
○
觸
─
穢
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】、
不
浄
觸
【
西
】

90
可
─
有【
十
】○
功
徳
─
功
徳
無
量【
版
大
木
Ｂ
】○
無
─
无【
Ａ
西
】

○
所
計
─
比
量
【
西
】、
所
計
比
量
【
善
】
○
頂
─
頭
【
白
】
○
頚

─
額
【
Ｂ
】、
頤
【
西
】

91
心
前所
─
心
前
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
皆背歟
後
─
背
後
【
白
版
大

木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○
兩
脇
─
若
兩
脇
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
○

若
腰
間
─
腰
間
【
十
】
○
設
利
─
舎
利
【
善
十
】
○
犲
牛
之
─
犀
牛

之
【
白
西
十
】、
犀
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】

92
離
水
─
水
離
ル二
【
十
】
○
設
利
─
舎
利
【
十
】
○
捨
─
於
【
白
】、

永
【
西
】、
經
【
十
】
○
悪
─
ナ
シ
【
版
】
○
罪
─
ナ
シ
【
大
木
Ａ

Ｂ
西
十
】

93
皆
─
悪
趣
ニ
不
レ
能
二
染
着
ス
ル
コ
ト

一　
　

善
根
即
チ
生
シ
悪
障
即
チ
離
レ
善
人
ニ

自
ラ
遇
ヒ
悪
人
ニ
自
ラ
離
レ
ン
所
作
ノ
事
業
皆
【
版
木
】、
悪
趣
ヲ一
不
能
深

着
コ
ト

一

善
根
漸
ク
生
シ
悪
障
漸
離
ル
善
人
ハ
自
遇
ヒ
悪
人
ハ
自
去
ル
所
作
ノ

事
業
皆
【
西
】
○
佛
行
之
─
佛
行
【
白
版
大
木
Ｂ
十
】、
ナ
シ
【
Ａ
】

○
得
─
同
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
十
】
○
放
─
故
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西

善
十
】
○
即
─
ナ
シ
【
版
木
】
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94
現
得
世
間
之
應
化
─
ナ
シ
【
白
西
】
○
之
─
ナ
シ
【
木
Ｂ
十
】
○
故

─
ナ
シ【
大
Ａ
Ｂ
】○
遮
─
舎【
版
大
Ａ
西
善
】○
那
─
那
也【
西
十
】

95
而
必
─
要
【
白
】、
要
必
ス
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
】、
必
【
善
十
】
○
於

─
ナ
シ【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】○
現
身
─
於
現
身【
版
木
】、現
身
ノ
中
ニ【
大

Ａ
Ｂ
】、
現
身
必
【
西
】、
於
テ二
現
身
中
ニ一
【
十
】
○
無
─
无
【
版
Ａ
西
】

○
相
─
垢
【
善
】
○
法
身
一
─
法
身
ヲ一
〈
文
〉【
大
Ａ
Ｂ
十
】

Ⅱ 

第
九
条
「
往
生
浄
土
故
」

＊
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
は
、「
大
悲
経
云･･･

」
と
す
る
記
事

の
後
に
、「
弥
勒
成
佛
経
云･･･

」
と
す
る
記
事
が
あ
る
。【
西
】
に

拠
っ
て
以
下
に
示
す
。

 

「
弥
勒
成
佛
経
云
、
起
二
立
シ
テ
佛
ノ
塔
廟
ヲ
、
供
養
ル
舎
利
一
者
、
當

ニ
生
二
都
率
天
ニ一
、
齎
ン二
弥
勒
菩
薩
之
處
一
〈
文
〉」

  

【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
で
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」

の
最
初
の
「
阿
含
経
云･･･

」
と
す
る
記
事
が
、
第
九
条
の
末
尾
に

入
っ
て
い
る
（
校
異
は
第
十
条
の
箇
所
で
示
す
）。

  【
Ａ
】
は
「
作
佛
形
像
経
云
～
皆
生
浄
土
〈
文
〉」
の
記
事
を
闕
く
。

97
往
─
九
往
【
善
】
○
故
─
故
九
【
西
十
】、
ナ
シ
【
善
】

98
祇
─
鄔
【
白
版
木
善
】（【
善
】
は
「
異
本
」
と
注
す
る
）、郎
【
Ａ
】、

邪
【
西
】、神
【
十
】
○
迦
─
ナ
シ
【
西
】
○
作
─
作
生
ス
ル
カ
【
版
木
】

○
修
─
形
【
善
】
○
命
終
─
念
々
修
【
白
】

99
之
─
ナ
シ
【
Ｂ
善
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

100
〈
作
佛
形
像
経
云
〉
─
ナ
シ
【
十
】
○
形
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ｂ
】

101
有
人
慈
心　

及
手
─
ナ
シ
【
十
】
○
有
人
─
ナ
シ
【
版
大
木
Ｂ
】、

若
有
人
住
シ二
【
西
】、
若
シ
人
【
善
】
○
及
─
叉
【
白
版
大
木
Ｂ
】、

刄
テ
【
西
善
】
○
者
─
ナ
シ
【
西
】
○
不
堕
悪
趣 

命
終
之
後 

皆
生

浄
土
─
命
終
之
後
皆
生
シ
テ
阿
弥
陀
佛
ノ
極
樂
浄
土
ニ一
不
堕
悪
趣
一

【
西
】

102
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

Ⅱ 

第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」

＊
【
白
】
は
標
題
「
證
得
菩
提
故
」
と
阿
含
経
の
引
用
が
な
い
。【
版

大
木
Ａ
Ｂ
】
は
「
阿
含
経
云･･･

」
と
す
る
記
事
が
本
条
で
な
く

第
九
条
末
尾
に
あ
る
。【
白
版
大
Ａ
Ｂ
西
善
】
と
も
、「
悲
華
経
云

･･･
」
と
す
る
記
事
の
前
に
「
大
般
若
経
云
」
と
す
る
記
事
が
あ
る
。

  

ま
た
、【
白
版
大
Ａ
Ｂ
善
】
は
、「
法
華
経
云･･･

」
の
記
事
の
後
に

「
塔
像
経
云･･･
」（【
大
Ａ
Ｂ
善
】
で
は
「
浴
像
経
云
」）
と
す
る
記
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事
が
あ
る
。【
版
】
に
拠
っ
て
以
下
に
示
す
。

「
塔
像
經
ニ
云
ク
、
我
涅
槃
ノ
後
、
能
ク
供
養
セ
ハ
舎
利
ヲ一
、
獲
得
シ
テ
金

剛
身
ヲ一
、
濟
二
度
諸
群
生
ヲ一
〈
文
〉」

  

【
西
】
に
も
経
典
名
を
示
さ
な
い
も
の
の
、
近
似
し
た
記
事
が
あ
り
、

さ
ら
に
以
下
の
記
事
が
続
く
。

「
効
能
私
云　

此
ハ
是
如
来　

最
上
无
漏　

種
子
所
生
ナ
リ　

成
所

作　

所
反
妙
体　

見
之
觸
之　

定
破
三
有
一
」

103
證
得
菩
提
故
─
ナ
シ
【
白
】、
證
得
不
退
故
【
Ｂ
】、
證
得
菩
提
故
十

【
西
】、
十
ニ
證
二
得
ス
菩
提
ヲ一

【
善
】、證
得
菩
提
心
故
十
【
十
】

105
於
─
ナ
シ
【
十
】
○
反
─
遍
【
大
Ｂ
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

106
〈
悲
花
経
云
〉
～
108
三
乗
菩
提
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
十
】

106
花
─
華
【
白
大
木
善
】、
ケ
【
Ｂ
】

107
花
─
華
【
白
木
Ｂ
善
】
○
散
舎
利
─
散
佛
ノ
舎
利
○
若
勧
─
勧
テ
【
版

大
木
Ａ
Ｂ
】
○
若
見
─
善
ク
見
テ
【
版
木
】

108
舎
利
随
喜
─
随
喜
【
Ｂ
】
○
若
一
─
益
【
西
】
○
許
─
拝
【
善
】
○

遠
─
遶
【
白
西
善
】、近
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】（【
木
】
は
「
遶
イ
」
と
傍
記
）

○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

109
花
─
華
【
白
版
大
木
Ａ
西
善
】、
ケ
【
Ｂ
】

110
已
─
以
【
白
】
○
供
養
舎
利
者　

如
是
諸
人
等
─
ナ
シ
【
十
】
○
等

─
ナ
シ
【
版
木
】
○
〈
文
〉
─
ナ
シ
【
善
】

Ⅲ　

誓
願
等

＊
以
下
、
対
校
本
の
う
ち
対
応
記
事
が
あ
る
の
は
、
舎
利
礼
文
を
別
に

す
れ
ば
【
白
西
】
の
み
。『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
で
は
、120
行
目
「
常

在
首
上
」
か
ら
121
行
目
「
住
無
二
道
」
ま
で
の
二
十
四
文
字
が
、
122

行
目
の
「
遂
導
浄
土
」
の
直
前
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、122
行
目
「
勿

厭
垢
穢
」
の
前
に
「
慈
悲
哀
愍
」
の
四
文
字
が
入
っ
て
い
る
。

　

124
行
目
「
次
不
空
礼
」
は
【
白
】「
不
空
三
藏
譯
一
心
頂
禮
萬
德
圓

滿
等
讃
嘆
〈
可
有
之
〉」
と
し
、125
行
目
「
發
願
云
」
～
129
行
目
「
次

四
弘
」
ま
で
は
【
白
】
に
対
応
記
事
ナ
シ
。「
不
空
礼
」
に
つ
い
て
は
、

【
版
】
は
「
開
府
儀
同
三
司
持
進
試
鴻
臚
卿
大
興
善
寺
大
／
辯
正
廣

智
不
空
三
蔵
作
／
江
南
燈
心
寺
巖
王
山
或
ハ
育
王
山
仁
燈
寺
舎
利
礼

文
」
と
し
て
、「
一
心
頂
礼　

万
徳
圓
満　

釈
迦
如
来
」
以
下
の
舎

利
礼
文
を
記
す
。【
木
】
も
ほ
ぼ
同
様
。【
大
Ａ
】
は
【
大
】「
大
宋

国
明
州
ノ
不
空
三
蔵
ノ
作
」
の
「
舎
利
礼
文
」
と
し
て
、【
西
】
は
「
江

南
燈
心
寺
礼
舎
利
詞
」
と
し
て
、舎
利
礼
文
を
記
す
。【
Ｂ
】
は
「
舎

利
勘
文
」
の
奥
書
の
後
に
続
け
て
合
写
す
る
「
舎
利
禮
註
秘
傳
」
の
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中
に
舎
利
礼
文
の
本
文
が
あ
る
。【
十
】
は
Ⅱ
に
相
当
す
る
記
事
に

Ⅰ
に
相
当
す
る
記
事
が
続
き
、
そ
の
後
の
複
数
の
記
事
中
に
「
不
空

三
蔵
舎
利
礼
文
云
」と
し
て
舎
利
礼
文
の
本
文
が
あ
る
。
な
お
、【
西
】

は
釈
迦
宝
号
と
心
地
観
経
の
句
の
間
に
「
花
厳
経
云
又
放
光
明
名
見

佛
寺〈
文
〉」と
い
う
記
事
と
、「
私
云･･･

」と
す
る
記
事
が
入
る（
掲

出
省
略
）。

112
私
誓
願
─
私
重
誓
願
【
白
】、
重
誓
願
云 

誓
願
私
云
【
西
】

113
流
布
─
分
身
【
白
】、
遺
身
【
西
】

115
至
─
有
【
白
】

116
無
─
无
【
西
】

117
冷
─
凉
【
西
】

118
前
道
─
前
導
【
白
】、
所
導
【
西
】
○
仕
─
事
【
白
西
】

119
仕
─
在
【
西
】
○
變
─
反
【
西
】

120
會
衆
─
衆
會
【
西
】
○
欣
─
彼
【
白
西
】
○
与
設
─
興
説
ン
【
西
】

121
随
喜
─
歓
喜
【
白
西
】
○
無
─
无
【
西
】
○
着
─
著
【
白
】、者
【
西
】

122
三
随途
─
三
途【
白
西
】○
勿
厭
垢
穢
─
慈
悲
哀
愍　

勿
厭
垢
穢【
白
西
】

○
随
遂
─
随
形
【
西
】
○
宜
顕
施
益
─
冥
顕
施
益
【
白
】、ナ
シ
【
西
】

125
發
願
云
～
129
次
四
弘
─
ナ
シ
【
白
】

127
見
─
恩【
西
】○
主
─
生【
西
】○
慈
尊
─
慈
悲【
西
】○
摂
─
接【
西
】

128
當
─
常
【
西
】

129
無
─
无
【
西
】
○
次
四
弘
─
四
弘
誓
願
〈
如
常
〉
私
云
／
唯
願
三
寳

垂
加
護 

今
我
常
念
釈
迦
尊 

前
念
力
故
後
増
進 

必
得
成
就
生
佛
前

【
西
】
○
次
尺
迦
寳
号
〈
可
有
観
念
〉
─
釋
迦
寶
號
〈
數
遍
任
心
／

可
有
觀
念
〉【
白
西
】（【
西
】
は
「
心
」
を
「
意
」
に
作
り
、「
數
遍
」

以
下
も
割
書
で
は
な
い
）

130
心
地
観
経
云
─
ナ
シ
【
白
】

131
我
─
於
【
白
西
】
○
念
々
不
捨
天
人
師 

如
影
随
形
不
蹔
離 

晝
夜
勤

修
於
種
智
─
等
〈
文
〉【
西
】

132
於
種
智
─
無
上
尊
【
白
】

133
南
無
─
南
無
歸
命
頂
禮
【
白
】、南
【
西
】
○
尺
迦
─
釋
迦
牟
尼
【
白
】

○
親
近
奉
仕
─
値
遇
頂
戴
【
白
】

134
後
唄
─
後
唄
等
【
白
】

Ⅳ 
仏
舎
利
随
身
事
（
舎
利
発
願
）

＊
以
下
、【
称
】（
称
名
寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』）、
及
び
【
今
】（
花
園

大
学
今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』）
と
の
校
異
を
示
す＊1
＊

。
Ⅲ
ま
で

の
対
校
本
に
は
対
応
す
る
記
事
が
な
い
。
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137
深
シ
─
深
甚シン
ニ【

称
】

139
舎
利
─
於
佛
【
称
今
】

140
尒
─
人
尒
【
今
】
○
帰
─
帰
之
【
称
今
】

141
設
─
ナ
シ
【
称
今
】

142
大
般
若
─
又
大
般
若
【
称
】
○
以
─
復
以

144
善
─
善
願
【
称
今
】

145
躰
用
─
性
□
□
□
ニ
シ
テ
永
離
有
為
妄
染
ニ一
体
□
【
称
】、
性
浄
円
明
ニ

シ
テ
永
ク
離
有
為
妄
染
ヲ一
躰
用
【
今
】

147
説
─
可
説
【
称
今
】

149
有
─
在
【
称
今
】
○
伏
─
状
【
称
今
】
○
我
等
─
三
身
万
徳
□
□

□
足
希
有
難
遭
都
テ
無
二
□
□
、
我
等
【
称
】、
三
身
万
徳
宛
然
ト
シ

テ
具
足
ス
希
有
難
遭
ニ
シ
テ
都
テ
無
シ
比
類
、
我
等
【
今
】
○
緩
慢
ナ
ル
─

凌リヨ
ウ
マ
ン慢
ナ
ル
ヤ
【
今
】

150
来
─
傳
来
【
称
今
】

151
豫
メ
─
頗
【
称
】

152
某
國
某
─
某
國
某
甲
【
称
今
】

153
至
マ
テ
─
至
于
【
称
今
】
○
佛
─
ナ
シ
【
称
今
】
○
云
コ
コ
ニ─

之
【
称
】

155
〈
後
分
涅
槃
経
云
〉
─
ナ
シ
【
称
今
】

156
～
157
飲
我
法
乳
長
法
身
、
唯
願
法
寳
舎
利
光
、
令
我
解
脱
三
有
苦
─

云
々
【
称
】

158
南
無
釋
迦
大
師
遺
身
舎
利
生
々
世
々
値
遇
頂
戴
〈
三
反
〉
─
ナ
シ

【
称
】、
南
無
釋
迦
如
来
遺
身
舎
利
【
今
】

161
別
シ
テ
─
殊
ニ
【
今
】
○
所
─
生
所
【
称
今
】

163
宜
ハ
─
冥
【
称
今
】

165
生
處
─
生
死
【
称
今
】

168
落
─
洛
【
称
今
】

169
観
自
在
─
観
世
音
ト一
自
在
【
称
】

170
尺
迦
─
尺
尊
【
称
今
】

171
其
─
ナ
シ
【
今
】

172
導
キ
─
□
我
一
【
称
】、
導
テ
我
ヲ一

【
今
】
○
前
─
所
【
称
今
】

175
大
師
─
本
師
【
称
今
】

176
悲
─
ナ
シ
【
今
】

177
方
所
─
方
處
【
称
今
】
○
是
─
此
【
今
】
○
釋
迦
尊
─
釈
迦
【
称
】、

釋
尊
【
今
】

178
往
─
ナ
シ
【
称
】
○
諸
─
説
【
称
今
】

179
南
無
大
恩
教
主
尺
迦
大
師
遺
身
舎
利
乃
至
成
佛
永
不
相
離
〈
三
反
〉

─
ナ
シ
【
称
今
】

181
笠
置
上
人
御
抄
〈
云
々
〉
─
ナ
シ
【
称
今
】
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注＊
1　

三
崎
良
周
「
神
仏
習
合
思
想
と
悲
華
経
」（『
印
度
學
佛
敎
學
研
究
』

九
─

一
、
一
九
六
一
年
一
月
）。
後
に
『
密
教
と
神
祇
思
想
』（
創
文

社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
。

＊
2　

野
村
卓
美
「
京
都
峰
定
寺
釈
迦
如
来
像
納
入
品
と
貞
慶
」（『
国
語

国
文
』
七
五
─

二
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）
注
15
。

＊
3　
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
大
正
蔵
本
で
は
、「
願
於
来
世
恒
沙
劫
、

念
念
不
捨
天
人
師
、
如
影
随
形
不
暫
離
、
昼
夜
勤
修
於
種
智
」（
大

正
蔵
第
三
巻
二
九
五
ａ
）
と
あ
る
部
分
に
相
当
し
、
少
し
異
同
が
あ

る
。

＊
4　

高
橋
悠
介
「『
三
国
伝
記
』
巻
第
十
二
「
仏
舎
利
勝
利
事
」
と
『
釈

尊
御
舎
利
儀
記
』」 （『
室
町
前
期
の
文
化
・
社
会
・
宗
教
─
『
三
国

伝
記
』
を
読
み
と
く
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
） 
。

＊
5　

山
田
昭
全
・
清
水
宥
聖
編
『
貞
慶
講
式
集
』（
山
喜
房
佛
書
林
、

二
〇
〇
〇
年
）。

＊
6　

牧
野
和
夫
「
疑
経
・
仮
託
な
ど
の
周
辺
─
『
舎
利
要
文
』・『
大
乗

毘
沙
門
功
徳
経
』」（『
実
践
国
文
学
』
六
〇
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）。

な
お
、
同
氏
の
「
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
編
集
と
そ
の
四
周
―
附
、

『
大
乗
毗
沙
門
功
徳
経
』
と
本
地
物
・
拾
遺
」（『
実
践
国
文
学
』
四
六
、

一
九
九
四
年
十
月
）
に
東
寺
宝
菩
提
院
本
の
紹
介
が
あ
る
。

＊
7　

福
島
金
治
『
金
沢
北
条
氏
と
称
名
寺
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

七
年
）。

＊
8　

本
説
話
に
つ
い
て
は
、
高
橋
悠
介
「
貞
慶
を
め
ぐ
る
説
話
と
律

院
ー
「
異
砂
記
」・
狛
行
光
春
日
霊
験
譚
」(

『
説
話
文
学
研
究
』
五
五
、

二
〇
二
〇
年
九
月
）
で
検
討
し
た
。

＊
9　
『
真
言
宗
全
書
』
第
二
十
八
。

＊
10　

前
掲
注
5
『
貞
慶
講
式
集
』。

＊
11　

前
掲
注
5
『
貞
慶
講
式
集
』。

＊
12　

ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
は
、「『
舎
利
十
因
』
の
科
目
は
、

永
観
作
『
往
生
十
因
』
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
」

と
す
る
（
前
掲
注
5
『
貞
慶
講
式
集
』）

＊
13　

前
掲
注
5
『
貞
慶
講
式
集
』。

＊
14　
『
日
本
大
蔵
経 

第
九
巻 

法
相
宗
章
疏
二
』（
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
、

一
九
一
五
年
）。

＊
15　

高
橋
秀
栄
「
笠
置
上
人
貞
慶
に
関
す
る
新
出
資
料
四
種
」（『
金
澤

文
庫
研
究
』
二
八
六
、
一
九
九
一
年
三
月
）
に
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

＊
16　

杉
﨑
貴
英
「
高
山
寺
方
便
智
院
伝
来
『
上
人
御
草
等
』（
抄
）
─
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解
脱
房
貞
慶
関
係
史
料
の
紹
介
と
翻
刻
─
」（『
博
物
館
学
年
報
』
三

三
［
同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
］、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）。

画
像
が
、
花
園
大
学
H
U
M
I
C
デ
ジ
タ
ル
書
庫
「
今
津
文
庫
」

か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
。

＊
17　

前
掲
注
5
『
貞
慶
講
式
集
』。
同
書
に
は
、「
出
典
は
『
大
般
涅
槃

経
後
分
』
巻
上
（
正
蔵
十
二
、P906a

）
に
あ
り
。
但
し
、
一
・
二

句
と
三
・
四
句
は
連
続
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
別
の
偈
文
か
ら
引

用
し
、
し
か
も
引
用
の
順
序
は
逆
。
な
お
、
四
句
目
『
大
般
涅
槃
経

後
分
』
で
は
「
照
我
令
脱
三
有
苦
」
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

＊
18　

前
掲
注
5
『
貞
慶
講
式
集
』。

＊
19　

落
合
博
志
「
善
通
寺
蔵
『
一
切
設
利
羅
集
』
─
影
印
並
び
に
引
書

考
証
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部『
調
査
研
究
報
告
』一
八
、

一
九
九
七
年
六
月
）。

＊
20　

称
名
寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
15
高
橋
秀
栄

「
笠
置
上
人
貞
慶
に
関
す
る
新
出
資
料
四
種
」
と
写
真
を
参
照
し
た
。

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
137
行
目
「
汗
」、
148
行
目
「
作
用
顕
」、
151
行
目

「
身
」・
159
行
目
「
惣
」・
162
行
目
「
示
」「
深
」・
163
行
目
「
遂
」・
168

行
目
「
怛
」・
173
行
目
「
矣
」・
175
行
目
「
過
」
に
相
当
す
る
字
に
つ

い
て
は
、
読
解
を
改
め
た
。

　
　
　

今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
に
つ
い
て
は
、
杉
﨑
貴
英
「
高
山

寺
方
便
智
院
伝
来
『
上
人
御
草
等
』（
抄
）
─
解
脱
房
貞
慶
関
係
史

料
の
紹
介
と
翻
刻
─
」（『
博
物
館
学
年
報
』
三
三
［
同
志
社
大
学
博

物
館
学
芸
員
課
程
］、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）
を
参
照
し
つ
つ
、
花

園
大
学
H
U
M
I
C
デ
ジ
タ
ル
書
庫
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を

確
認
し
た
。
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
139
行
目
の
末
尾
・
143
行
目
「
宜
」・

148
行
目
「
離
」・
151
行
目
「
身
」・
153
行
目
「
云
コ
コ
ニ」・

162
行
目
「
止
」・

172
行
目
「
門
」・
177
行
目
「
亦
」
に
相
当
す
る
字
に
つ
い
て
は
、
読

解
を
改
め
た
。

［
附
記
］
高
野
山
金
剛
三
昧
院
様
を
は
じ
め
、
調
査
・
掲
載
に
際
し
て
御

高
配
を
賜
っ
た
諸
寺
・
諸
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
二
〇
二
三
年
度
一
般
共
同
研
究
「
高
野
山
子
院

伝
来
資
料
の
分
野
横
断
的
研
究
─
金
剛
三
昧
院
・
西
南
院
を
中
心
に
─
」

（
研
究
代
表
者
：
坂
口
太
郎
氏
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


